
は
じ
め
に

本
稿
は
、「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
目
次
に
押
さ
れ
た
分
類
印
を
手
が
か
り

に
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
過
程
を
考
察
す
る
。

近
年
、
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
太
政
官
制
期
の
公
文
書
（「
明
治
太

政
官
文
書
」）
の
公
開
が
進
み
、
研
究
手
法
の
深
化
を
促
し
て
い
る
。

文
書
公
開
に
つ
い
て
は
、「
公
文
録
」
副
本
な
ど
の
一
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の

「
明
治
太
政
官
文
書
」
が
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
、

画
像
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

研
究
手
法
に
つ
い
て
は
、
中
野
目
徹
氏
が
提
唱
し
た
近
代
史
料
学
の
受
容
が
筆

頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。
中
野
目
氏
は
「
明
治
太
政
官
文
書
」
の
構
造
と
伝
来
を
、
文

書
行
政
の
三
過
程
（
文
書
処
理
・
文
書
施
行
・
文
書
保
存
）
を
分
析
す
る
方
法
論

を
も
と
に
論
じ
た
。
と
く
に
文
書
保
存
に
つ
い
て
原
議
綴
の
「
保
存
の
過
程
を
�

及
し
て
一
定
の
規
則
で
編
纂
さ
れ
伝
来
し
た
経
緯
」
を
、
文
書
処
理
に
つ
い
て

「
原
議
か
ら
う
か
が
え
る
稟
議
制
の
実
態
に
即
し
て
組
織
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
（
１
）」
を
考
察
す
る
意
義
を
述
べ
た
。
ま
た
、
中
野
目
氏
と
近
接
す
る
視
角
か
ら
、

文
書
保
存
に
関
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
記
録
管
理
史
と
し
て
渡
辺
佳
子
氏
の
（
２
）、

文
書
処
理
に
関
し
て
は
稟
議
制
に
よ
る
決
裁
・
回
議
・
勘
査
の
機
能
を
対
象
と
す

る
西
川
誠
氏
（
３
）の
研
究
も
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
明
治
政
府
の
政
策
立
案
を
探
る
上
で
「
明
治
太
政
官
文
書
」、
と

り
わ
け
原
議
綴
で
あ
る
「
公
文
録
」
に
関
す
る
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
た
。「
公

文
録
」
の
編
纂
・
保
存
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
論
中
で
確
認
す
る
よ
う
に
中
野

目
氏
が
「
太
政
類
典
」
と
併
せ
た
文
書
群
の
性
格
、
明
治
六
年
五
月
の
皇
城
火
災

に
よ
る
文
書
焼
失
の
影
響
、「
燼
余
」
の
文
書
を
含
む
「
公
文
録
」
副
本
の
史
料

的
価
値
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
（
４
）。

こ
れ
を
受
け
水
上
た
か
ね
氏
は
、
皇
城

火
災
以
前
の
「
公
文
録
」
副
本
と
原
史
料
と
を
対
照
し
、
編
纂
過
程
で
付
札
が

誤
っ
て
付
け
ら
れ
た
と
思
し
き
事
例
を
考
察
し
た
（
５
）。「
公
文
録
」
を
事
例
に
大

臣
・
参
議
の
決
裁
と
い
っ
た
文
書
処
理
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
政
府
の
意
思
決
定
、

政
治
過
程
を
精
緻
に
描
い
た
研
究
も
現
れ
て
い
る
（
６
）。

「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
過
程
の
一
考
察

―
―
「
公
文
録
」
目
次
の
分
類
印
を
手
が
か
り
に
―
―

森

文

実

佐

藤

大

悟

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
四
号

二
〇
二
〇
年
三
月
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一
方
、
編
纂
物
で
あ
る
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、

先
述
し
た
中
野
目
氏
の
研
究
の
ほ
か
、
石
渡
隆
之
氏
に
よ
る
構
成
・
門
目
の
整
理

が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
だ
が
、
明
治
六
年
の
「
記
録
課
章
程
」
第
一
条
に
、

夫
政
務
ヲ
執
ル
ハ
人
ニ
ア
リ
ト
雖
モ
、
其
人
ノ
依
拠
遵
奉
シ
テ
典
例
規
則
ヲ
�

ラ
ス
、
能
ク
天
下
人
民
ノ
信
ヲ
得
テ
歴
世
経
国
ノ
法
帙
然
紊
レ
サ
ル
モ
ノ
、
惟

記
録
ノ
存
ス
ル
ニ
由
ル
、
故
ニ
人
事
変
換
ア
リ
天
災
迭
臻
ア
リ
ト
雖
、
之
ヲ
守

護
シ
散
逸
ナ
ラ
サ
ラ
シ
ム
ル
事
、
政
府
ノ
要
務
ニ
シ
テ
一
日
モ
忽
ニ
ス
ベ
カ
ラ

サ
ル
コ
ト
ナ
リ

と
掲
げ
ら
れ
た
よ
う
に
「
典
例
規
則
」
の
把
握
は
行
政
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、

な
か
で
も
「
太
政
類
典
」
は
「
総
テ
照
考
証
引
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
其
照
例
事

類
ヲ
徧
挙
ス
ル
ノ
便
ニ
供
ス
」
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
（
７
）。
こ
れ
を
率
直

に
受
け
止
め
れ
ば
、
明
治
政
府
に
よ
る
記
録
認
識
や
政
策
立
案
の
「
依
拠
」（
拠

り
所
）
を
考
え
る
上
で
、「
公
文
録
」
に
加
え
て
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、

「
公
文
録
」
を
始
め
と
す
る
文
書
が
い
か
に
利
用
さ
れ
た
か
は
、「
明
治
太
政
官
文

書
」
の
文
書
保
存
の
実
態
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
決
裁
原
議
で
あ
る
「
公
文
録
」
に
み
ら
れ
る
、

稟
議
制
に
お
け
る
文
書
処
理
と
直
接
関
係
し
な
い
痕
跡
の
存
在
で
あ
る
。「
公
文

録
」
の
簿
冊
を
見
る
と
、
冒
頭
の
目
次
や
、
各
件
の
一
枚
目
左
上
に
記
さ
れ
た
件

名
番
号
、
文
書
の
欠
落
を
示
す
貼
紙
な
ど
、
明
ら
か
に
文
書
保
存
・
編
纂
時
に
付

け
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
九
頁
、
一
三
頁
に
写
真
を
示
し
た
よ
う
に
、

目
次
の
上
下
に
付
さ
れ
た
印
や
、
各
件
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
内
容
を
要
約
す
る
付

箋
と
い
っ
た
、
未
解
明
の
痕
跡
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
「
公
文
録
」
正
本
全
四
一
〇
二
冊
の
目
次
を
悉
皆
的
に
確
認
し
、
副
本

の
目
次
と
対
照
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
痕
跡
が
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」

編
纂
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
太
政
官
の

記
録
部
局
に
お
け
る
文
書
保
存
・
文
書
編
纂
の
一
端
を
考
察
し
た
い
。

第
一
章

記
録
部
局
に
お
け
る
文
書
編
纂

第
一
節
「
公
文
録
」・「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
概
要

本
章
で
は
次
章
以
降
の
諸
前
提
を
、
行
論
上
必
要
な
範
囲
に
限
り
検
討
す
る
。

【
表
１
】
に
示
し
た
よ
う
に
記
録
部
局
（
８
）は
度
重
な
る
組
織
改
編
を
経
な
が
ら
も

一
貫
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
「
公
文
録
」・「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」

【表１】 記録部局の変遷

記録部局名

記録編輯掛

正院記録局

正院外史記録課

正院史官第三科

太政官本局記録掛

太政官書記官局記録部

太政官書記官局記録課（２５日内閣書記官所管）

内閣書記官局記録課

太政官文書局記録課

内閣記録局（１９年１月１１日記録課設置）

内閣記録局

内閣書記官室記録課
中野目徹『近代史料学の射程』９６～９７頁、「内閣書記官室記録課沿革
略志」帳０００７５１００より作成。

設置時期

明治元年１１月２日～

明治４年８月～

明治５年１０月４日～

明治８年９月２２日～

明治１０年１月２９日～

明治１２年３月２０日～

明治１３年３月１８日～

明治１４年４月３０日～

明治１６年５月１１日～

明治１８年１２月２４日～

明治２３年８月１８日～

明治２６年１１月１０日～
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を
は
じ
め
と
す
る
文
書
の
保
存
・
編
纂
が
行
わ
れ
た
。

記
録
部
局
に
お
い
て
「
公
文
録
」
を
編
纂
し
た
職
員
は
、「
公
文
録
」
正
本
・

副
本
の
目
次
に
整
頓
者
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
整
頓
者
と
は
、「
実
際
に
目
次
を

書
い
た
者
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
決
裁
の
済
ん
だ
原
議
を
処
理
日
順
に
整
理
し

て
一
冊
に
構
成
し
た
者
」
を
意
味
す
る
と
い
う
（
９
）。
管
見
の
限
り
、
目
次
整
頓
者
の

氏
名
・
職
名
・
表
記
方
法
が
一
致
す
る
た
め
、
正
本
・
副
本
は
同
時
期
に
編
綴
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
１０
）。

編
年
法
で
整
理
さ
れ
た
「
公
文
録
」
の
各
簿
冊
の
表
紙
は
、
正
本
に
は
茶
表
紙
、

副
本
に
は
白
表
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
着
目
す
る
と
、
現
在
正
本
に
分

類
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
白
表
紙
が
使
用
さ
れ
、
表
紙
に
「
第
一
類

副
」
の
標
箋
の
あ
る
簿
冊
が
散
見
さ
れ
る
（
１１
）。
こ
う
し
た
簿
冊
に
は
副
本
が
現
存
し

な
い
た
め
、
現
在
は
正
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
作
成
当
時
は
副
本
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
（
１２
）。
ま
た
、
明
治
六
年
五
月
の
皇
城
火
災
以
降
の
時
期
を
対
象
と
す

る
副
本
は
、
通
常
は
太
政
官
青
色
罫
紙
を
用
い
る
が
、
各
院
省
の
罫
紙
が
編
綴
さ

れ
た
簿
冊
も
見
ら
れ
る
。
謄
写
の
過
程
を
簡
略
化
す
る
た
め
、
記
録
部
局
に
届
い

た
写
し
が
そ
の
ま
ま
副
本
に
使
用
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
類
聚
法
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
太
政
類
典
」
と
「
公
文
類
聚
」
は
、

部
門
・
部
目
毎
に
項
目
が
整
理
さ
れ
、「
公
文
録
」
と
対
応
す
る
慶
応
三
年
〜
明

治
十
八
年
ま
で
の
文
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
編
（
慶
応
三
年
〜
明
治
四
年
）、
第

二
編
（
明
治
四
年
〜
十
年
）、
第
三
編
（
明
治
十
一
・
十
二
年
）、
第
四
編
（
明
治

十
三
年
）、
第
五
編
（
明
治
十
四
年
）、
第
六
編
（
明
治
十
五
年
）、
第
七
編
（
明

治
十
六
年
）、
第
八
編
（
明
治
十
七
年
）、
第
九
編
（
明
治
十
八
年
）
と
、
雑
部
、

外
編
に
分
け
て
編
纂
さ
れ
た
（
１３
）。

「
太
政
類
典
」
は
第
一
類
（
制
度
、
官
制
、
官
規
）、
第
二
類
（
儀
制
、
宮
内
、

外
国
交
際
）、
第
三
類
（
地
方
、
保
民
、
産
業
、
運
漕
）、
第
四
類
（
兵
制
、
学
制
、

教
法
）、
第
五
類
（
租
税
、
理
財
）、
第
六
類
（
民
法
、
訴
訟
、
刑
律
、
治
罪
）
と
、

復
古
始
末
、
東
北
征
討
始
末
の
分
類
で
計
八
二
五
冊
か
ら
な
る
。
中
野
目
徹
氏
は

「
太
政
類
典
」
の
門
構
成
が
少
な
く
と
も
明
治
四
、
五
、
六
、
八
、
一
二
、
一
四

年
の
六
回
の
改
変
を
経
て
お
り
、
現
在
の
部
目
は
明
治
一
四
年
の
「
太
政
類
典
編

纂
例
則
」
制
定
後
に
最
終
的
に
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
（
１４
）。

「
公
文
類
聚
」
は
政
体
、
官
職
、
儀
制
、
族
爵
、
宮
廷
、
賞
恤
、
文
書
、
外
交
、

兵
制
、
財
政
、
租
税
、
学
政
、
衛
生
、
警
察
、
運
輸
、
土
地
、
社
寺
、
民
業
、
民

法
、
詞
訟
、
刑
法
、
治
罪
、
内
事
、
外
事
、
征
討
の
計
二
十
五
門
に
分
類
さ
れ
た
。

第
二
節

編
纂
規
則
の
変
遷

次
に
「
公
文
録
」・「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
規
則
の
変
遷
を
確
認

す
る
。
太
政
官
の
文
書
保
存
・
編
纂
に
お
い
て
、
明
治
六
年
五
月
の
皇
城
火
災
は

重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
中
野
目
氏
は
皇
城
火
災
に
よ
る
文
書
焼
失
後
「
記
録
編

纂
が
再
開
さ
れ
る
な
か
で
、
一
定
の
分
類
項
目
に
従
っ
て
謄
写
書
類
を
編
綴
し
て

い
く
類
聚
法
に
よ
る
「
太
政
類
典
」
と
、
各
年
月
日
各
省
別
に
原
議
書
類
を
編
綴

し
て
い
く
「
公
文
録
」
と
い
う
二
系
統
の
記
録
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
１５
）」

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
太
政
官
制
期
の
記
録
部
局
に
よ
る
編

纂
事
業
の
進
め
方
を
検
討
す
る
た
め
、
明
治
六
年
五
月
以
降
の
「
公
文
録
」・「
太

政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
規
則
を
整
理
す
る
。

ま
ず
は
「
公
文
録
」
に
つ
い
て
、
明
治
六
年
六
月
一
三
日
に
制
定
さ
れ
た
「
記

録
課
公
文
謄
写
編
纂
等
ノ
手
続
（
１６
）」

で
は
、
文
書
の
原
本
は
本
部
で
写
し
を
作
成
し
、

謄
写
本
は
編
輯
掛
に
移
管
し
た
上
で
編
纂
・
類
聚
し
、
写
し
済
み
の
原
本
は
編
次

し
て
秘
庫
で
保
管
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
規
則
は
同
月
に
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ら
に
加
え
て
編
輯
掛
は
「
謄
写
本
ヲ
以
テ
太
政
類
典
ヲ
編
纂
シ
、
検
索
考
証

ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
（
１７
）」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
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史
料
中
で
用
い
ら
れ
る
「
原
本
」・「
謄
写
本
」
は
そ
れ
ぞ
れ
正
本
と
副
本
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
謄
写
本
」
と
入
れ
替
わ
る
か
た
ち
で
副
本
と
い
う
用
語

が
規
則
上
初
め
て
明
記
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
二
年
五
月
十
六
日
制
定
の
「
公
文

録
整
頓
例
則
（
１８
）」
で
あ
る
。
こ
の
例
則
で
は
「
公
文
録
」
の
簿
冊
を
各
省
各
月
毎
に

整
理
す
る
こ
と
や
、「
各
庁
報
告
書
」
や
「
官
員
忌
服
」
な
ど
一
部
の
文
書
で
は

副
本
の
作
成
を
省
略
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
次
第
に
「
公
文
録
」
の
編
纂
工
程

が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
目
次
の
作
成
が
最
初
に
明
文
化
さ
れ
た
の
は
、
明
治

十
四
年
十
一
月
九
日
制
定
の
「
公
文
録
編
纂
例
則
（
１９
）」
で
あ
る
。
こ
の
例
則
で
「
捜

索
ノ
便
ニ
供
ス
ル
タ
メ
、
毎
巻
索
引
ヲ
作
リ
テ
之
ヲ
巻
首
ニ
附
シ
、
又
別
ニ
一
年

分
ノ
索
引
ヲ
作
リ
テ
数
冊
ト
為
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
「
索
引
」
は
、「
公
文
録
」

正
本
の
目
次
、
副
本
の
目
次
、
そ
し
て
「
公
文
録
索
引
」
の
三
つ
に
あ
た
る
。
同

日
制
定
の
「
公
文
録
編
纂
心
得
（
２０
）」
に
よ
っ
て
、
索
引
を
三
通
浄
写
す
る
こ
と
、
正

本
用
と
索
引
用
の
目
次
は
十
行
罫
紙
、
副
本
用
は
十
三
行
罫
紙
と
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
。
前
述
の
整
頓
者
の
表
記
も
、「
主
任
者
ハ
毎
巻
ノ
整
頓
ヲ
終
ル
毎
ニ

巻
首
初
行
ノ
下
端
ニ
小
印
ヲ
捺
ス
」
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。

次
に
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
規
則
を
、
編
纂
の
趣
意
、
掲
載
項

目
、
部
門
・
部
目
の
決
定
方
針
の
変
遷
に
注
目
し
て
整
理
す
る
。
明
治
六
年
制
定

の
「
記
録
課
章
程
並
編
纂
処
務
順
序
（
２１
）」
で
は
、「
政
務
ノ
枢
要
卜
命
令
ノ
原
由
ト

ヲ
審
密
詳
明
ニ
」
す
る
た
め
、「
太
政
官
日
記
及
日
誌
諸
公
文
ヨ
リ
典
例
条
規
ヲ

採
リ
、
部
門
ヲ
分
ツ
テ
類
纂
ス
」
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
「
公
文

録
」
と
共
に
、
明
治
六
年
分
か
ら
�
っ
て
慶
応
三
年
分
以
降
の
公
文
に
関
し
て
編

纂
を
進
め
る
と
決
定
さ
れ
た
が
、
明
治
四
〜
六
年
分
が
脱
稿
し
た
の
は
明
治
八
年

一
月
で
あ
っ
た
（
２２
）。「
太
政
類
典
」
編
纂
方
針
に
関
す
る
模
索
は
続
き
、
明
治
七
年

に
制
定
さ
れ
た
「
太
政
類
典
編
纂
例
則
（
２３
）」
で
は
、「
綱
ヲ
作
ル
冗
長
ナ
ル
ヲ
要
セ

ス
必
ス
簡
易
ニ
ス
ベ
シ
」
と
、
文
書
内
容
を
要
約
し
た
見
出
し
で
あ
る
「
綱
」
を

簡
潔
に
記
す
よ
う
定
め
、
収
録
内
容
に
つ
い
て
は
「
簡
ニ
シ
テ
脱
漏
ア
ル
ヨ
リ
ハ

寧
ロ
、
密
ニ
シ
テ
繁
ニ
失
ス
ル
ニ
如
カ
ズ
。
事
若
疑
ハ
シ
キ
ア
レ
ハ
一
ニ
官
長
ノ

決
ヲ
請
フ
ベ
シ
。
杜
�
ニ
シ
テ
再
ヒ
補
遺
ノ
弊
勿
ラ
シ
ム
ベ
シ
」
と
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。
政
務
の
策
定
の
要
因
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
典
例
条
規
」
を
簡

潔
に
提
示
す
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
公
文
書
を
網
羅
的
に
編
纂
す
る
こ

と
の
両
立
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
部
門
・
部
目
の
構
成
は
、
明
治
十
二
年
五
月
十

六
日
制
定
の
「
太
政
類
典
編
輯
例
則
（
２４
）」
で
、「
二
十
門
百
二
十
一
目
ニ
分
ツ
テ
類

纂
」
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
方
針
は
明
治
十
四
年
に
転
換
す
る
。
九
月
の
「
太
政
類
典
刪

修
ノ
概
旨
及
ヒ
其
例
則
（
２５
）」
で
は
、「
唯
博
採
広
収
ヲ
務
メ
体
裁
未
タ
整
ハ
」
な

か
っ
た
編
纂
開
始
時
の
方
針
を
改
め
、「
今
本
書
刪
修
ノ
業
ヲ
企
テ
、
其
既
ニ
成

レ
ル
者
ハ
就
テ
削
除
ヲ
加
ヘ
、
未
タ
成
ラ
サ
ル
者
ハ
更
ニ
諸
公
文
ニ
拠
リ
テ
起
稿

シ
、
首
尾
貫
通
秩
序
整
正
以
テ
一
部
ノ
要
典
ト
為
サ
ン
ト
欲
ス
」
る
と
さ
れ
た
。

「
記
事
ノ
詳
細
」
に
つ
い
て
は
「
原
本
�
ニ
諸
公
文
」
の
閲
覧
を
勧
め
、
そ
の

「
要
領
」
を
「
刪
修
本
」
に
ま
と
め
る
方
針
で
あ
る
。
十
一
月
九
日
内
閣
書
記
官

局
記
録
課
制
定
の
「
記
録
課
処
務
規
程
改
正
（
２６
）」
で
も
「
別
ニ
刪
修
本
ヲ
造
ル
」
こ

と
が
表
明
さ
れ
た
。
後
掲
の
記
録
課
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
明
治
十
四
年
時
点
で

「
太
政
類
典
」
第
一
編
・
第
二
編
の
編
纂
は
完
了
し
て
お
ら
ず
、
記
録
部
局
は
編

纂
の
進
�
状
況
も
踏
ま
え
て
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
「
典
例
条
規
」
の
提
示
を
優
先

す
る
方
針
を
取
っ
た
と
い
え
る
（
２７
）。

こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
部
門
・
部
目
の
構
成
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。「
記

録
課
処
務
規
程
改
正
」
と
同
日
の
「
太
政
類
典
編
纂
例
則
改
正
（
２８
）」
で
は
、
利
便
性

を
考
慮
し
て
「
部
門
部
目
ハ
政
務
ノ
変
遷
毎
ニ
事
類
ニ
存
廃
ア
ル
ヲ
以
テ
、
時
々

加
除
増
減
」
す
る
こ
と
や
、「
一
文
書
ノ
各
部
目
ニ
干
渉
ス
ル
者
ハ
全
文
ヲ
最
関
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係
ア
ル
部
ニ
載
セ
、
他
ノ
部
目
ニ
於
テ
ハ
唯
其
要
領
ヲ
節
録
シ
、
或
ハ
索
引
ニ
ノ

ミ
掲
ケ
其
部
目
ニ
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
記
�
ス
」
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の

一
連
の
規
則
改
正
か
ら
も
、
検
索
や
編
纂
の
効
率
化
・
簡
素
化
が
目
指
さ
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

明
治
十
五
年
以
降
の
「
太
政
類
典
」
は
「
公
文
類
聚
」
と
改
称
さ
れ
た
。
名
称

変
更
の
意
図
に
つ
い
て
、
明
治
十
七
年
十
月
二
十
二
日
の
「
公
文
類
聚
訂
正
増
補

ノ
主
意
及
例
則
（
２９
）」
は
今
後
の
編
纂
に
あ
た
り
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
、「
諸
省
事

務
ノ
拡
張
シ
公
文
ノ
増
加
セ
ル
ニ
従
ヒ
、
書
冊
ノ
数
日
月
堆
積
随
テ
編
ス
レ
ハ
随

テ
至
リ
、
実
ニ
未
タ
取
捨
剪
裁
」
で
き
て
い
な
い
と
い
う
網
羅
的
な
類
聚
法
の
難

点
、「
慶
応
四
年
十
月
ヨ
リ
明
治
四
年
七
月
ニ
至
ル
�
ノ
書
類
ハ
事
多
ク
草
創
ニ

係
リ
、
加
フ
ル
ニ
六
年
ノ
炎
焼
ニ
因
リ
引
用
ノ
書
未
タ
備
ハ
ラ
ス
、
複
雑
殊
ニ
甚

タ
欠
漏
」
が
多
い
「
太
政
類
典
」
第
一
�
の
難
航
と
い
っ
た
点
を
挙
げ
て
い
た
。

編
纂
時
期
が
重
な
る
「
太
政
類
典
」
と
初
期
の
「
公
文
類
聚
」
に
は
、
掲
載
項

目
の
選
定
方
法
や
部
門
・
部
目
の
構
成
に
つ
い
て
大
き
な
差
異
は
な
か
っ
た
が
、

明
治
十
八
年
六
月
に
改
め
て
「
公
文
類
聚
凡
例
草
案
編
纂
例
則
（
３０
）」
が
制
定
さ
れ
た
。

同
例
則
は
「
公
文
類
聚
」
編
纂
の
目
的
を
「
公
文
ノ
�
末
関
係
ヲ
詳
載
シ
凡
百
政

務
ノ
沿
革
ヲ
明
ニ
ス
ル
」
こ
と
と
す
る
。
こ
の
目
的
に
見
合
っ
た
分
類
項
目
を
整

え
る
た
め
、
基
本
と
な
る
二
六
の
門
を
設
け
、
下
部
項
目
と
な
る
目
に
つ
い
て
は

「
政
務
ノ
変
遷
事
類
ノ
存
廃
常
ナ
キ
ヲ
以
テ
」
政
務
の
変
化
に
応
じ
た
変
更
を
加

え
、
公
文
の
整
理
分
類
を
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
編
纂
者
と
閲
覧
者
の
双
方
が

「
公
文
ノ
�
末
」
を
確
認
し
や
す
い
よ
う
形
式
が
整
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

右
に
示
し
た
よ
う
に
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
に
際
し
て
は
、
掲

載
項
目
の
選
定
方
針
、
部
門
・
部
目
の
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
、
編
纂
業
務
の
遅
滞

を
改
善
す
る
た
め
様
々
な
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の

な
か
で
、「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
目
次
に
分
類
印
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

第
二
章

分
類
印
の
検
討

前
章
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
目
次
に
押
さ
れ
た
分

類
印
を
確
認
し
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
作
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
。「
公
文
録
」
正
本
は
全
四
一
〇
二
冊
の
目
次
を
、
副
本
は
全
三
一
七
八

冊
の
う
ち
文
部
省
簿
冊
を
中
心
に
一
部
を
抽
出
し
て
目
次
を
確
認
し
（
３１
）、
正
本
と
副

本
の
関
係
性
や
編
纂
時
期
を
考
慮
し
て
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

第
一
節

分
類
印
の
種
類

ま
ず
「
公
文
録
」
文
部
省
簿
冊
か
ら
、
分
類
印
と
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類

聚
」
の
関
係
性
を
考
察
す
る
。「
公
文
録
」
文
部
省
簿
冊
に
分
類
印
が
登
場
す
る

の
は
、
明
治
八
年
八
〜
九
月
の
副
本
が
最
初
の
事
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
明
治
八

年
〜
十
八
年
の
「
公
文
録
」
文
部
省
簿
冊
を
対
象
に
、
正
本
・
副
本
の
各
簿
冊
に

収
録
さ
れ
る
公
文
と
分
類
印
の
種
類
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
掲
載
簿

冊
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
一
部
（
明
治
九
年
・
十
七
年
の
前
半
）
を
【
表
２
】

に
示
し
た
。「
公
文
録
」
文
部
省
簿
冊
に
現
れ
た
分
類
印
の
種
類
と
そ
の
印
に
対

応
す
る
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
部
門
を
比
べ
た
の
が
【
表
３
】
で
あ
る
。

分
類
印
の
種
類
に
は
、「
制
度
」・「
官
制
」・「
官
規
」・「
学
制
」・「
兵
制
」・

「
保
民
」・「
租
税
」・「
理
財
」
な
ど
明
治
十
四
年
十
一
月
九
日
の
「
記
録
課
処
務

規
程
改
正
」
に
よ
る
「
太
政
類
典
」
の
部
門
に
一
致
す
る
項
目
と
、「
商
法
」・

「
外
交
」・「
記
簿
」
な
ど
一
致
し
な
い
項
目
が
併
存
し
た
。
更
に
、
例
え
ば
「
学

制
」
の
分
類
印
を
押
さ
れ
て
い
て
も
、「
太
政
類
典
」
の
「
学
制
」
に
収
録
さ
れ

ず
「
財
政
」
な
ど
別
の
部
門
に
収
録
さ
れ
た
文
書
も
存
在
す
る
。
分
類
印
と
「
太

政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
と
の
対
応
関
係
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
一
致
・
不
一
致
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
分
類
印
が
特
定
の
時
期
の
「
太
政
類
典
」
の
項
目
に
合
わ
せ
て
作

成
さ
れ
、
そ
の
後
「
太
政
類
典
」
の
項
目
が
変
化
し
た
後
も
作
り
直
さ
れ
な
か
っ

た
可
能
性
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
分
類
印
の
種
類
・
印
影
に
は
変
更
は
な
い
。

ま
た
一
部
の
分
類
印
に
つ
い
て
、
文
部
省
簿
冊
に
お
い
て
「
商
法
」
は
明
治
十
一

年
一
月
以
降
、「
記
簿
」
は
明
治
十
一
年
九
月
以
降
、「
治
財
」
は
明
治
十
二
年
十

月
以
降
、
使
用
さ
れ
な
く
な
る
（
３２
）。
従
っ
て
分
類
印
は
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類

聚
」
の
部
門
の
変
更
に
伴
っ
て
一
部
の
印
を
廃
止
し
、
印
が
な
い
項
目
を
特
設
す

る
場
合
は
手
書
き
で
対
応
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

二
つ
目
は
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
ど
の
部
門
に
掲
載
す
る
か
を
決

定
す
る
手
順
は
複
数
回
行
わ
れ
た
た
め
、
分
類
印
が
最
初
に
大
ま
か
な
分
類
を
決

め
る
際
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。

こ
れ
を
考
え
る
た
め
、
上
述
し
た
分
類
印

の
他
に
、「
除
」「
外
」「
外
編
」「
雑
」
と

い
っ
た
印
に
着
目
し
た
い
。「
除
」
印
は

文
部
省
簿
冊
に
お
い
て
、
明
治
八
年
十
月

か
ら
明
治
十
四
年
十
二
月
ま
で
使
用
さ
れ
、

明
治
十
五
年
以
降
の
簿
冊
に
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
使
用
さ
れ
た
時
期
と
【
表
３
】

の
分
析
か
ら
、「
除
」
印
は
、
単
独
で
使

用
さ
れ
る
時
は
「
太
政
類
典
」
に
収
録
し

な
い
こ
と
、
分
類
印
と
併
用
す
る
時
は
文

書
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

「
公
文
類
聚
」
編
纂
に
あ
た
っ
て
廃
止
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
外
」、

「
外
編
」、「
雑
」
も
同
様
に
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
太
政
類
典
」
外
編
に
収
録
、

「
太
政
類
典
」
雑
編
に
収
録
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
の
結
論
を
得
た
。【
表
３
】

に
あ
る
○
印
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
二
節
で
後
述
す
る
。

次
に
分
類
印
の
押
さ
れ
方
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

【
表
４
】
は
、
分
類
印
の
押
さ
れ
方
に
着
目
し
て
、
明
治
十
八
年
ま
で
の
文
部

省
簿
冊
を
十
段
階
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
年
頃
ま
で
分
類
印
の
運
用

方
法
に
試
行
錯
誤
が
見
ら
れ
る
が
、「
太
政
類
典
」
か
ら
「
公
文
類
聚
」
に
切
り

替
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
除
」
印
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
分
類
印
の
運
用
方
法
の

変
化
と
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
の
移
り
変
わ
り
に
連
関
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
文
部
省
簿
冊
の
検
討
に
よ
り
、
例
外
を
含
み
つ
つ
も
分
類
印
と
「
太
政

【表３】「公文録」文部省簿冊における分類印の種類

「公文類聚」収録門

―

外交

学政，学制，財政，
官職，賞恤，租税

官職，賞恤，儀制

官職，政体

政体

兵制

―

―

財政，出納

衛生

儀制

租税

―

―

―

―

―

〔未収録〕

―

―

―

〔収録〕

「太政類典」収録門

産業，理財

外国交際，官規，理
財，学制

学制，保民，外編，
官制，儀制，官規

官規

官制，官規

制度，理財

兵制，学制

宮内

理財，学制

理財，学制

保民

儀制

―

地方

運漕

理財

理財

官制

〔未収録〕

〔部分収録〕

外国交際，外編

雑

―

「公文録」
の分類印

商法

外交

学制

官規

官制

制度

兵制

宮内

治財

理財

保民

儀制

租税

地方

運漕

産業

記簿

学校官庁内
（手書き）

除

分類印＋除

外

雑

○
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類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
項
目
に
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
分
類
印
の
押
さ

れ
方
と
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
体
制
の
変
化
が
一
致
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
。「
公
文
録
」
目
次
の
分
類
印
は
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
の

た
め
に
押
さ
れ
た
と
裏
付
け
ら
れ
る
。

第
二
節

皇
城
火
災
以
前
の
「
公
文
録
」
副
本
と
「
太
政
類
典
」
編
纂

続
い
て
、
明
治
六
年
の
皇
城
火
災
後
に
な
さ
れ
た
、
火
災
前
の
年
の
「
公
文

録
」・「
太
政
類
典
」
編
纂
を
扱
う
。
火
災
前
の
「
公
文
録
」
正
本
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
明
治
元
年
の
十
五
冊
、
明
治
二
年
の
四
冊
の
正
本
の
目
次
に
分
類
印
が
確

認
で
き
た
。
十
九
冊
中
十
七
冊
（
３３
）は
副
本
の
な
い
簿
冊
だ
が
、
残
る
二
冊
に
は
正

本
・
副
本
の
両
方
に
分
類
印
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
を
対
象
に
「
太
政
類
典
」

編
纂
過
程
に
お
け
る
「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
使
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

中
野
目
氏
、
水
上
氏
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
皇
城
火
災
以
前
の
年
の
「
公
文

録
」
は
副
本
↓
正
本
の
順
番
に
編
纂
さ
れ
た
が
（
３４
）、
目
次
に
分
類
印
を
押
す
工
程
に

お
い
て
は
正
本
・
副
本
の
ど
ち
ら
が
優
先
し
て
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
冊

の
目
次
を
比
較
し
て
違
い
の
見
ら
れ
た
項
目
を
確
認
す
る
。

正
本
「
公
文
録
・
明
治
元
年
・
第
四
十
九
巻
・
丁
卯
十
二
月
〜
戊
辰
十
二
月
・

京
都
府
伺
」
と
副
本
（
３５
）の
間
で
分
類
印
に
違
い
が
見
ら
れ
た
の
は
、
全
八
九
件
中
四

七
件
の
文
書
で
あ
る
。
四
七
件
中
四
五
件
は
分
類
印
が
正
本
に
な
く
副
本
に
の
み

押
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
副
本
の
分
類
印
に
従
っ
た
部
門
の
「
太
政
類
典
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
３６
）。

こ
れ
は
正
本
「
公
文
録
・
明
治
元
年
・
第
五
十
巻
・
戊
辰

〜
己
巳
・
大
坂
府
伺
」
と
副
本
（
３７
）の
間
で
も
同
様
で
、
分
類
印
が
副
本
に
の
み
あ
り
、

正
本
に
な
い
項
目
が
多
数
で
あ
る
（
３８
）。

こ
の
比
較
か
ら
分
か
る
の
は
、「
公
文
録
」
副
本
、
正
本
が
順
に
編
綴
さ
れ
た

後
、
正
本
の
目
次
を
使
用
し
て
「
太
政
類
典
」
の
掲
載
項
目
を
検
討
す
る
場
合
も

【表４】「公文録」文部省簿冊の分類印の時期区分

その他

分類項目の訂正貼紙あり
／分類印と「外」併用事
例あり

分類項目の訂正貼紙あり

分類項目の訂正貼紙あり

分類印は正本のみ

分類印＋除印の文書あり

「公文類聚」収録文書の
分類印の上に○印あり

収録先の編

第１，２編

第２編

第３～５編

第６，７編

第８，９編

太
政
類
典

公文
類聚

○印

無

無

無

無

無

無

無

無

無

有

除印

無

無

有

無

有

有

有

有

無

無

分類印の押印範囲

分類印無

「太政類典」採用文書のみ

基本的に全ての文書

「太政類典」採用文書のみ

基本的に全ての文書

「太政類典」採用文書のみ

基本的に全ての文書

基本的に全ての文書

「公文類聚」採用文書のみ

基本的に全ての文書

年代

～８年７月

８年８～９月

８年１０月

８年１１・１２月

９年

１０年１～３月

１０年４～１２月

１１年１月～１４年１２月

１５年１月～１６年１２月

１７年１月～１８年１２月
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わ
ず
か
に
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
副
本
の
目
次
を
使
用
し
て
再
検
討
し
た
こ
と

で
あ
る
。
分
類
印
に
つ
い
て
み
る
限
り
「
太
政
類
典
」
編
纂
の
過
程
で
は
、
皇
城

火
災
以
前
の
分
の
「
公
文
録
」
は
焼
失
を
免
れ
た
文
書
を
含
む
副
本
が
使
用
さ
れ
、

そ
の
写
し
で
あ
る
正
本
は
基
本
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

第
三
節
「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
併
用
状
況

そ
れ
で
は
、
皇
城
火
災
以
後
の
「
太
政
類
典
」
編
纂
に
「
公
文
録
」
正
本
・
副

本
は
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
章
で
確
認
し
た
通
り
、

皇
城
火
災
後
の
明
治
六
年
六
月
の
規
則
で
は
、「
謄
写
本
ヲ
以
テ
太
政
類
典
ヲ
編

纂
シ
、
検
索
考
証
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
（
３９
）」
と
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
皇
城
火
災
以
後

の
編
纂
に
お
い
て
、
原
則
的
に
分
類
印
は
副
本
の
目
次
に
押
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
明
治
八
年
以
降
の
正
本
に
も
例
外
的
に
目
次
に
分
類
印
が
押
さ
れ
た

事
例
が
あ
る
。
本
節
で
は
正
本
の
目
次
に
押
さ
れ
た
分
類
印
を
四
事
例
に
区
分
し

て
検
討
す
る
こ
と
で
、
分
類
印
に
よ
る
編
纂
作
業
の
試
行
錯
誤
を
考
察
す
る
。

（
１
）
副
本
が
存
在
し
な
い
事
例

明
治
十
二
年
以
降
の
「
官
吏
進
退
」
な
ど
規
則
上
副
本
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た

正
本
に
は
分
類
印
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
注
（
１１
）
に
示
し
た
現
在
正
本
と
さ
れ
る

副
本
に
も
分
類
印
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
副
本
と
し
て
分
類
印
が
押
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
明
治
十
年
の
正
本
・
副
本
の
分
類
印

文
部
省
に
限
ら
ず
明
治
十
年
の
簿
冊
で
は
、
正
本
の
目
次
に
分
類
印
が
押
さ
れ

て
い
る
。
一
例
と
し
て
陸
軍
省
簿
冊
の
分
類
印
を
確
認
す
る
と
、
明
治
十
年
一
月

〜
四
月
ま
で
は
正
本
と
副
本
の
両
方
に
あ
る
が
、
五
月
分
以
降
は
正
本
の
み
に
あ

り
副
本
に
は
存
在
し
な
い
（
４０
）。
正
本
・
副
本
の
分
類
印
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
傾
向
は
他
省
の
簿
冊
で
も
同
様
で
あ
る
。「
太
政
類
典
」
の
編
纂
に
あ

た
っ
て
、
明
治
十
年
の
「
公
文
録
」
は
正
本
・
副
本
ど
ち
ら
を
使
用
す
る
の
か
が

当
初
未
定
で
、
途
中
か
ら
正
本
を
使
用
す
る
よ
う
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
４１
）。

（
３
）
明
治
十
一
年
の
正
本
・
副
本
の
分
類
印

翌
明
治
十
一
年
の
「
公
文
録
」
に
も
、
正
本
・
副
本
両
方
に
分
類
印
が
押
さ
れ

た
簿
冊
が
九
冊
存
在
す
る
。【
表
５
】

九
冊
い
ず
れ
も
、
正
本
目
次
よ
り
も
副
本
目
次
の
方
が
多
く
の
分
類
印
が
押
さ

【表５】 明治１１年の正本・副本両方に分類印が押されている「公文録」の簿冊

備考

除印・雑印は副本のみ

副本に整理用の付箋／除印・雑
印は副本のみ／正本と副本で分
類印の種類が違う件あり

副本に整理用の付箋／除印・雑
印は副本のみ／副本のみ手書き
の「征」印あり

除印・商法印は副本のみ

除印・雑印は副本のみ

除印・雑印は副本のみ

正副両方に分類印を二度押して
いる痕跡あり／正本と副本で分
類印の種類が違う件あり

副本

多

多

多

多

多

多

多

多

多

正本

少

少

少

少

少

少

少

少

少

簿冊巻・月・省局

第２巻・２月・局伺

第２２巻・１月・内務省伺（一）

第２３巻・１月・内務省伺（二）

第２４巻・１月・内務省伺（三）

第２８巻・２月・内務省伺
（四・地租改正事務局）

第７５巻・１月・大蔵省伺

第７７巻・２月・大蔵省伺（二）

第１０６巻・１～２月・司法省伺

第１２１巻・１～３月・宮内省伺
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れ
て
い
る
。
更
に
、
第
二
十
四
巻
と
第
百
二
十
一
巻
に
は
、
正
本
の
目
次
と
副
本

の
目
次
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
種
類
の
分
類
印
が
押
さ
れ
た
項
目
が
存
在
す
る
。
例

え
ば
第
百
二
十
一
巻
の
「
紀
元
節
ニ
付
奏
任
官
神
殿
参
拝
ノ
儀
達
」
で
は
正
本
に

「
教
法
」
の
印
、
副
本
に
「
儀
制
」
の
印
が
あ
る
が
、
こ
の
一
件
は
「
太
政
類

典
」
で
は
「
儀
制
」
の
方
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
４２
）。
以
上
の
比
較
結
果
に
よ
れ
ば
、

明
治
十
一
年
一
〜
三
月
に
か
け
て
の
一
部
の
省
の
簿
冊
で
は
、
正
本
と
副
本
の
双

方
の
目
次
が
「
太
政
類
典
」
編
纂
の
た
め
に
参
照
さ
れ
て
い
た
。
分
類
印
の
量
と
、

正
本
と
副
本
で
分
類
印
が
異
な
る
項
目
は
副
本
に
押
さ
れ
た
分
類
が
「
太
政
類

典
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
参
照
さ
れ
た
の
は
副
本
の
目
次

で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
分
類
項
目
の
検
討
対
象
が
副
本
に
集
約
さ
れ
た
こ
と
で
、

明
治
十
一
年
四
月
以
降
の
簿
冊
は
再
び
副
本
の
み
を
利
用
し
、
分
類
印
も
副
本
の

み
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
４
）
明
治
十
五
〜
十
六
年
の
正
本
・
副
本
の
分
類
印

こ
の
時
期
の
簿
冊
の
一
部
に
も
正
本
と
副
本
双
方
の
目
次
に
分
類
印
が
押
さ
れ

て
い
る
。
明
治
十
五
年
の
海
軍
省
簿
冊
（
一
〜
三
月
、
四
〜
六
月
、
七
〜
八
月
、

九
月
、
十
月
、
十
一
〜
十
二
月
）
か
ら
、
明
治
十
五
〜
十
六
年
の
簿
冊
に
お
け
る

正
本
と
副
本
の
関
係
性
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
六
冊
全
て
に
お
い
て
、【
図
１
】
（
４３
）

の
よ
う
な
共
通
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
目
次
の
分
類
印
は
、
正
本
で
は
赤
丸
以
降
の
件
名
に
、
副
本
で
は
赤

丸
以
前
の
件
名
に
押
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
赤
丸
以
前
の
前
半
は
副
本
、

赤
丸
以
降
の
後
半
は
正
本
を
併
用
し
て
、「
公
文
類
聚
」

に
収
録
す
る
項
目
を
選
定
・
分
類
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

片
方
の
分
類
印
が
手
書
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
正
本
・

副
本
を
同
時
に
（
各
一
人
が
）
利
用
し
て
編
纂
の
速
成
を

図
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
（
４４
）。

本
章
で
は
、「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
目
次
に
残
さ

れ
た
分
類
印
の
痕
跡
か
ら
、
分
類
印
が
「
太
政
類
典
」・

「
公
文
類
聚
」
編
纂
過
程
の
中
で
、
掲
載
項
目
を
選
定
す

る
作
業
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
分
類
印

に
み
ら
れ
る
「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
の
使
用
方
法
の
変

化
は
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
方
法
の
変
化

に
由
来
し
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
編
纂
作
業
の
効
率
化
を

目
指
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
編

纂
作
業
は
、「
繁
文
」
の
解
消
が
目
指
さ
れ
た
内
閣
制
へ

の
移
行
（
４５
）に
伴
い
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
だ
ろ
う
か
。

【図1】 明治15年の「公文録」正本・副本分類印の併用例

＊上が正本、下が副本。赤丸を矢印と文字で示した。
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次
章
で
は
太
政
官
制
期
の
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
状
況
を
確
認
し

た
上
で
、
内
閣
制
へ
の
移
行
に
よ
り
「
公
文
類
聚
」
編
纂
作
業
に
生
じ
た
変
化
を
、

再
び
分
類
印
な
ど
の
痕
跡
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。

第
三
章

内
閣
制
へ
の
移
行
と
文
書
編
纂

第
一
節
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
状
況

第
一
章
で
み
た
通
り
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
に
際
し
て
方
針
や

部
門
・
部
目
は
度
々
変
更
さ
れ
、
実
際
の
作
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

明
治
十
二
年
以
降
の
編
纂
状
況
は
、
記
録
部
局
の
年
報
・
報
告
書
か
ら
編
纂
冊
数

も
含
め
て
確
認
で
き
る
。

ま
ず
は
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
編
纂
の
進
行
状
況
を
確
認
す
る
。
明
治

十
二
年
の
報
告
書
（
４６
）は
、「
十
二
年
類
典
草
稿
大
凡
上
半
年
分
、
公
文
録
ニ
就
テ
謄

写
成
ル
、
但
シ
下
半
年
分
、
本
年
ニ
至
リ
謄
写
全
ク
了
ル
ニ
非
レ
ハ
編
輯
ス
ル
ヲ

得
ス
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
一
年
分
の
「
公
文
録
」
副
本
の
作
成
が
済
ん
で

か
ら
、「
太
政
類
典
」
の
編
纂
作
業
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。

「
太
政
類
典
」
各
編
の
編
纂
は
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
た
が
、
中
で
も
編
纂
完

了
ま
で
に
時
間
を
要
し
て
い
た
の
は
第
一
編
・
第
二
編
で
あ
っ
た
。
既
に
編
纂
が

開
始
さ
れ
て
い
た
第
二
編
は
明
治
十
二
年
に
は
「
既
成
ノ
類
典
草
稿
副
本
ノ
分
ヲ

以
テ
改
正
編
輯
ス
」
る
作
業
が
、
十
三
、
十
四
年
に
も
編
纂
・
増
補
作
業
が
継
続

さ
れ
た
。
第
二
編
の
編
纂
は
明
治
十
七
年
に
は
一
旦
完
了
し
た
が
、
明
治
二
十
年

に
は
「
四
月
以
来
法
規
分
類
大
全
ノ
編
纂
ヲ
剏
メ
主
任
者
転
シ
テ
之
ニ
従
事
シ
、

且
其
供
用
文
書
ノ
便
宜
ニ
由
リ
更
ニ
第
二
編
ノ
部
門
中
ヲ
増
補
ス
ル
ニ
及
ヘ
リ
（
４７
）」

と
、「
法
規
分
類
大
全
」
の
編
纂
に
呼
応
し
て
再
編
纂
が
始
ま
り
、
明
治
二
十
五

年
ま
で
継
続
さ
れ
た
（
４８
）。
こ
の
よ
う
に
編
纂
作
業
が
長
引
い
た
要
因
と
し
て
、
編
纂

規
則
が
改
正
さ
れ
る
度
に
そ
の
反
映
作
業
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
に
第
一
年
報
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
「
太
政
類
典
」
の

「
旧
草
稿
ハ
八
年
中
ニ
於
テ
部
目
改
正
ア
リ
首
尾
貫
カ
サ
ル
ニ
因
リ
、
此
改
正
ヲ

要
ス
（
４９
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
部
目
の
改
正
に
よ
っ
て
通
常
の
編
纂
作
業
に
加
え
部

目
の
変
更
を
反
映
さ
せ
る
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
書
を
整
理
す
る
と
、
決
裁
文
書
が
記
録
部
局
に
集
め
ら
れ
て
か

ら
「
太
政
類
典
」、「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
が
完
了
す
る
ま
で
の
作
業
行
程
を
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

処
理
済
の
文
書
が
記
録
部
局
に
集
め
ら
れ
る
↓
�
公
文
録
の
写
し
（＝

「
公
文

録
」
副
本
）
が
作
成
さ
れ
る
↓
�
正
本
お
よ
び
副
本
を
編
綴
す
る
際
に
目
次
を

付
け
る
↓
�
正
本
は
保
管
さ
れ
、
副
本
の
目
次
を
使
用
し
て
太
政
類
典
の
分
類

を
決
め
る
↓
�
草
稿
の
作
成
↓
�
収
録
項
目
の
再
検
討
と
編
纂
↓
�
浄
写
、
注

記
の
補
完
↓
製
本
完
了
〔
↓
�
再
編
纂
〕

各
編
の
編
纂
作
業
の
進
行
状
況
を
整
理
す
る
と
【
表
６
】
の
よ
う
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
実
際
に
は
�
が
記
さ
れ
た
編
に
つ
い
て
、
�
再
編
纂
は
さ
れ
な
い
ま

で
も
、
注
記
の
追
記
と
い
っ
た
補
完
作
業
は
そ
の
後
も
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第

一
編
か
ら
第
九
編
ま
で
を
比
較
し
て
み
る
と
、
十
四
年
の
「
太
政
類
典
」・「
公
文

類
聚
」
編
纂
方
針
の
変
化
に
伴
う
作
業
効
率
化
を
目
指
す
諸
制
度
の
導
入
が
、
実

際
の
編
纂
作
業
を
加
速
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

各
報
告
書
か
ら
は
、
記
録
部
局
で
の
編
纂
作
業
量
が
年
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と

も
読
み
取
れ
る
。
第
五
回
報
告
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
六
年
に
は
「
太
政
類
典
」
第

一
編
・
第
五
編
の
補
�
作
業
を
行
い
、「
公
文
類
聚
」
第
六
編
に
つ
い
て
は
全
八

十
三
冊
中
三
十
冊
の
謄
写
を
完
了
さ
せ
て
い
る
が
（
５０
）、
他
の
年
に
比
べ
て
作
業
量
は

少
な
い
。
こ
の
要
因
は
「
課
員
宮
内
省
ノ
編
纂
事
務
ニ
従
フ
者
多
ク
、
未
タ
本
業
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ニ
着
手
ス
ル
ノ
機
ヲ
得
サ
リ
キ
（
５１
）」
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
、
記
録
部
局
の
置
か
れ
た

情
勢
が
編
纂
作
業
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
複
雑
か
つ
労
力
を
要
す
る
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂

作
業
に
対
し
て
、
効
率
化
を
目
指
す
試
み
も
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
十
四
年
中
の

作
業
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
第
三
回
報
告
書
（
５２
）で
は
、
第
一
章
で
検
討
し
た
刪
修
例
則

の
制
定
に
つ
い
て
触
れ
、「
本
年
分
〔
筆
者
注：

明
治
十
四
年
一
月
〜
十
二
月

分
〕
ハ
大
ニ
取
捨
詳
略
ノ
法
ヲ
定
メ
編
纂
ノ
体
ヲ
改
正
ス
ル
所
有
ラ
ン
ト
ス
。
故

ニ
先
ツ
公
文
録
ニ
就
テ
目
録
ヲ
抄
出
シ
之
カ
選
択
ニ
供
ス
。
其
分
類
ノ
如
キ
ハ
姑

ク
旧
ニ
仍
ル
」
と
「
太
政
類
典
」
の
項
目
簡
略
化
の
た
め
、「
公
文
録
」
の
目
次

を
使
用
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
刪
修
例
則
の
導
入
も
十
分
な
改

善
効
果
は
な
く
、
明
治
十
七
年
度
の
第
六
回
報
告
書
（
５３
）で
は
「
着
手
日
尚
浅
キ
ヲ
以

テ
未
タ
著
明
ナ
ル
効
ヲ
見
ル
能
ハ
ス
。
是
等
種
々
ノ
事
故
ア
ル
ヲ
以
テ
勢
本
編
ノ

纂
集
ヲ
紓
フ
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
と
記
し
て
お
り
、
現
場
で
の
試
行
錯
誤
の
結
果
、

各
種
公
文
を
取
捨
選
択
し
編
集
す
る
作
業
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。

第
二
節

内
閣
制
導
入
の
影
響

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
太
政
官
制
が
廃
止
さ
れ
内
閣
制
が
導
入
さ
れ
た
。
そ

れ
に
伴
い
発
足
し
た
内
閣
記
録
局
の
記
録
課
で
は
、
内
閣
制
期
の
記
録
に
加
え
、

未
完
で
あ
っ
た
太
政
官
制
期
の
文
書
編
纂
が
継
続
さ
れ
た
。

明
治
十
九
年
の
報
告
書
に
よ
る
と
（
５４
）、
編
纂
作
業
は
「
去
年
十
二
月
官
制
ノ
改
革

ア
リ
、
随
テ
主
任
者
或
ハ
本
局
改
革
ノ
事
ニ
任
シ
、
或
ハ
臨
時
編
纂
ニ
従
ヒ
為
メ

ニ
力
ヲ
此
編
〔
筆
者
注：

「
太
政
類
典
」
第
一
編
〕
ニ
専
ラ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
」
と
短
期
的
に
は
停
滞
し
た
。
し
か
し
編
纂
作
業
の
効
率
化
や
編
纂
物
の
利
便

性
向
上
を
目
的
と
し
た
編
纂
作
業
の
改
良
は
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。「
公
文
類

聚
」
第
八
編
に
つ
い
て
「
編
纂
ノ
体
例
ハ
旧
貫
ニ
仍
ル
モ
、
其
着
手
ノ
順
序
ヲ
小

【表６】 記録部局における「太政類典」・「公文類聚」の編纂状況

２１～２５年
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変
シ
、
公
文
中
最
モ
緊
要
ニ
係
ル
モ
ノ
ヲ
摘
載
シ
、
余
ハ
悉
ク
標
題
ヲ
類
挙
シ
、

以
テ
繙
覧
ノ
便
ヲ
図
ル
」
方
針
で
の
編
纂
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

編
纂
規
則
も
変
更
さ
れ
た
。
明
治
十
九
年
一
月
四
日
の
「
記
録
改
良
順
序
ノ
梗

概
（
５５
）」
は
、「
繁
文
ヲ
省
ク
ノ
旨
趣
ヲ
体
認
シ
、
本
局
記
録
課
編
纂
事
務
モ
亦
漸
次

改
良
ス
ル
所
ア
ル
ベ
シ
」
と
の
認
識
を
踏
ま
え
、「
公
文
録
」
は
従
来
の
編
纂
規

則
に
則
っ
て
明
治
十
八
年
末
分
ま
で
編
纂
す
る
こ
と
、「
公
文
類
聚
」
は
明
治
十

六
年
（
第
七
編
）
ま
で
を
従
来
の
編
纂
規
則
で
編
纂
し
、
明
治
十
七
年
以
降
は
新

た
な
規
則
に
則
っ
て
編
纂
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
に
含
ま
れ
る
「
明
治
十
九

年
一
月
四
日
以
後
ノ
諸
公
文
編
纂
仮
規
則
」
で
は
、
内
閣
各
局
か
ら
受
領
し
た
文

書
は
「
直
チ
ニ
綱
ヲ
付
シ
原
文
ヲ
謄
写
セ
シ
メ
之
ヲ
副
本
ト
シ
、
原
本
ト
共
ニ
門

目
ヲ
分
チ
テ
之
ヲ
編
纂
シ
、
諸
科
随
時
参
観
ノ
用
ニ
供
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。
実

際
に
第
八
編
以
降
の
公
文
類
聚
目
次
を
参
照
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
×
印

が
加
筆
さ
れ
る
な
ど
、
編
纂
前
で
は
な
く
編
纂
中
に
項
目
の
選
定
や
修
正
が
な
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
点
で
の
「
公
文
類
聚
」
の
門
は
政
体
・
官

職
・
儀
制
・
族
爵
・
宮
廷
・
賞
恤
・
文
書
・
外
交
・
兵
制
・
財
政
・
租
税
・
学

政
・
衛
生
・
警
察
・
運
輸
・
土
地
・
社
寺
・
民
業
・
民
法
・
詞
訟
・
刑
法
・
治
罪

か
ら
な
り
（
５６
）、
明
治
二
十
七
年
四
月
五
日
の
「
公
文
編
纂
例
則
（
５７
）」
で
改
正
さ
れ
た
。

第
三
節

分
類
印
○
印
と
付
箋
の
登
場

右
に
述
べ
た
よ
う
な
編
纂
業
務
の
効
率
化
は
、「
公
文
録
」
簿
冊
に
残
る
痕
跡

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
明
治
十
七
年
〜
明
治
十
八
年
の
「
公
文
録
」
副
本
の
目

次
に
は
、
分
類
印
に
加
え
て
○
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
変
更
は
「
公
文

録
」
正
本
収
録
の
決
裁
文
書
に
、
文
書
内
容
を
整
理
・
要
約
す
る
付
箋
が
貼
ら
れ

始
ま
る
時
期
と
一
致
す
る
（
５８
）。

【
表
２
】、【
図
２
（
５９
）】
に
文
部
省
簿
冊
の
例
を
示
し
た
通
り
、
Ａ
○
印
が
な
く
分

類
印
の
み
が
押
さ
れ
た
項
目
は
「
公
文
類
聚
」
に
掲
載
さ
れ
ず
、「
公
文
録
」
正

本
に
付
箋
が
付
い
た
ま
ま
で
あ
る
、
Ｂ
○
印
と
分
類
印
が
共
に
押
さ
れ
た
項
目
は

「
公
文
類
聚
」
に
掲
載
さ
れ
、「
公
文
録
」
正
本
に
付
箋
が
な
い
と
い
う
関
係
が
成

立
す
る
。
こ
の
段
階
で
の
文
書
編
纂
の
過
程
は
次
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
。

�
決
裁
を
経
た
文
書
が
記
録
部
局
に
集
め
ら
れ
る
↓
�
「
公
文
録
」
の
写
し

（＝

副
本
）
を
作
成
す
る
（
６０
）↓
�
正
本
・
副
本
を
編
綴
す
る
際
に
目
次
を
付
け
る

↓
�
副
本
の
目
次
を
使
用
し
て
「
公
文
類
聚
」
の
分
類
を
決
め
る
↓
�
「
公
文

録
」
正
本
の
収
録
項
目
の
原
文
書
に
付
箋
を
貼
り
、
草
稿
作
成
に
使
用
す
る
↓

�
収
録
項
目
を
再
検
討
し
、
収
録
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
項
目
に
は
、「
公
文

録
」
副
本
目
次
の
上
に
○
印
を
付
け
る
↓
�
選
定
し
た
項
目
の
み
草
稿
を
作
成

し
、
草
稿
の
作
成
が
済
ん
だ
「
公
文
録
」
正
本
の
原
文
書
か
ら
付
箋
を
�
が
す

↓
	
浄
写
↓


編
纂
完
了
。

内
閣
記
録
局
の
発
足
に
伴
い
未
完
分
の
「
公
文
類
聚
」
の
終
結
と
編
纂
の
一
層

の
効
率
化
が
目
指
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
○
印
に
よ
る
「
公
文
類
聚
」
へ
の
掲
載
数

の
見
直
し
と
付
箋
に
よ
る
整
理
が
行
わ
れ
た
。
明
治
元
年
や
十
四
年
の
「
公
文

録
」
に
も
確
認
で
き
る
（
６１
）こ
と
か
ら
、「
公
文
類
聚
」
だ
け
で
な
く
「
太
政
類
典
」

の
再
編
纂
作
業
に
も
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節
「
太
政
類
典
」
の
廃
棄

最
後
に
、「
太
政
類
典
」
が
廃
棄
さ
れ
た
事
例
に
触
れ
た
い
。
内
閣
記
録
局
の

「
記
録
廃
棄
簿
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
年
二
月
三
日
に
明
治
元
年
〜
八
年
ま
で

の
「
旧
太
政
類
典
草
稿
」
二
七
箱
入
の
一
一
〇
八
綴
が
「
其
浄
写
ノ
分
ハ
別
ニ
製

本
収
蔵
ス
、
本
書
ハ
全
ク
重
複
シ
テ
使
用
セ
サ
ル
」
た
め
廃
棄
さ
れ
た
（
６２
）。
こ
れ
が

現
存
す
る
「
太
政
類
典
草
稿
」
二
三
八
冊
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
不
明
だ

が
、
少
な
く
と
も
草
稿
の
一
部
は
不
要
分
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
。
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内
閣
記
録
局
廃
止
後
、
内
閣
書
記
官
室
記
録
課
に
よ
っ
て
明
治
二
七
年
四
月
に

も
「
太
政
類
典
」
は
廃
棄
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
治
四
〜
十
年
分
に
あ
た
り
、
編
纂

例
則
・
門
目
を
改
正
し
た
第
二
編
（
明
治
四
〜
十
年
）
の
「
太
政
類
典
」
の
再
編

纂
が
終
了
し
不
要
と
な
っ
て
い
た
分
で
あ
る
。
明
治
八
年
に
叡
覧
に
供
さ
れ
た
簿

冊
を
含
み
、
第
二
編
の
も
の
と
体
裁
が
若
干
異
な
る
た
め
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、

太
政
官
制
期
の
文
書
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
の
時
に
廃
棄
さ
れ
た
（
６３
）。

ま
た
、「
明
治
太
政
官
文
書
」
の
「
記
録
材
料
」
に
「
太
政
類
典
外
�
」
関
係

の
文
書
を
見
出
せ
る
。「
記
録
材
料
」
に
は
「
雑
書
」
と
い
う
、
そ
の
名
の
通
り

多
様
な
性
格
を
持
つ
簿
冊
が
五
一
冊
存
在
す
る
（
６４
）。
そ
の
う
ち
二
冊
は
太
政
官
青
色

十
行
罫
紙
に
よ
る
写

し
と
各
省
県
の
八

行
・
十
行
罫
紙
の
原

本
か
ら
な
る
、
編
綴

部
右
上
に
「
外
�
」

「
外
ヘ
ン
」
と
書
か

れ
た
文
書
を
含
ん
で

お
り
、「
太
政
類
典

外
�
」
の
草
稿
ま
た

は
右
の
過
程
で
廃
棄

さ
れ
た
旧
正
本
の
一

部
と
考
え
ら
れ
る
（
６５
）。

以
上
の
よ
う
に
内

閣
制
の
導
入
後
、

「
太
政
類
典
」
は
編

纂
終
結
の
た
め
の
整

理
と
、
不
要
分
の
廃
棄
を
経
て
、
現
存
す
る
か
た
ち
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
「
公
文
類
聚
」
は
、
昭
和
二
九
年
の
第
七
九
編
ま
で
毎
年
度
の
編
纂

が
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

明
治
元
年
か
ら
十
八
年
ま
で
の
「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
に
は
、
明
治
十
四
年

十
一
月
の
規
則
で
明
文
化
さ
れ
た
目
次
が
付
属
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
目
次
に

押
さ
れ
た
分
類
印
に
着
目
し
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
過
程
を
考

察
し
た
。
決
裁
の
済
ん
だ
文
書
の
写
し
（＝

副
本
）
と
同
時
に
作
成
さ
れ
、
簿
冊

の
巻
頭
に
置
か
れ
た
目
次
に
は
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
に
収
録
す
る
か

否
か
、
収
録
す
る
場
合
の
部
門
を
判
断
す
る
た
め
の
分
類
印
が
押
さ
れ
、
そ
の
分

類
に
則
り
「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
草
稿
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、

「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
編
纂
方
針
や
門
目
が
変
更
さ
れ
る
と
、
編
纂
作

業
は
停
滞
し
た
。
再
び
「
公
文
録
」
正
本
・
副
本
を
用
い
て
、
収
録
件
数
の
減
少

や
収
録
先
の
部
門
の
変
更
を
伴
う
再
編
纂
を
進
め
る
過
程
で
、
分
類
印
の
押
し
方

の
変
化
、
○
印
や
付
箋
の
導
入
と
い
っ
た
編
纂
方
法
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。

現
代
の
感
覚
で
は
、
編
纂
の
た
め
に
「
公
文
録
」
の
目
次
に
押
印
し
た
り
、
付

箋
を
貼
付
し
た
り
す
る
こ
と
は
奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
目

次
は
記
録
部
局
自
ら
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
付
箋
は
�
が
す
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
中
野
目
徹
氏
は
、
内
閣
記
録
局
で
は
「
繁
文
ヲ
省
ク
」

と
い
う
「
事
務
整
理
」
の
観
点
か
ら
「
編
纂
資
料
重
視
、
原
文
書
軽
視
の
思
想
が

生
ま
れ
て
き
た
」
と
「
非
常
持
出
心
得
」
な
ど
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
（
６６
）。
こ
う
し

た
公
文
書
の
原
本
よ
り
も
編
纂
し
た
記
録
に
価
値
を
置
く
傾
向
の
も
と
、
記
録
部

局
の
官
員
は
分
類
印
や
付
箋
を
付
与
す
る
な
ど
「
公
文
録
」
を
十
全
に
利
用
し
、

【図2】「公文録」の付箋
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「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
を
編
纂
し
て
い
っ
た
。

決
裁
原
議
の
価
値
と
い
う
点
で
は
、
皇
城
火
災
以
後
の
「
公
文
録
」
副
本
は
正

本
と
比
べ
史
料
的
価
値
は
低
い
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
同
時
代
に
各
省
が
閲
覧
で
き

た
文
書
は
、
書
庫
に
保
管
さ
れ
た
「
公
文
録
」
正
本
で
は
な
く
副
本
で
あ
り
、
加

え
て
「
公
文
録
」
副
本
を
基
本
と
し
て
時
に
正
本
を
用
い
て
編
纂
さ
れ
た
「
太
政

類
典
」
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
「
公
文
録
」
副
本
が
正
本
に
な
い
情
報
を
有
す
る
こ

と
を
目
次
部
分
の
分
類
印
に
着
目
し
て
解
明
し
、
正
本
・
副
本
を
併
せ
て
対
象
と

す
る
こ
と
で
、「
太
政
類
典
」
の
編
纂
に
お
い
て
規
則
と
作
業
が
相
互
に
影
響
し

つ
つ
効
率
化
が
目
指
さ
れ
て
い
く
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
「
政
務
ノ
変

遷
」
と
「
公
文
ノ
増
加
」
を
背
景
と
し
て
、「
典
例
規
則
」
と
し
て
の
「
太
政
類

典
」
に
、
編
纂
作
業
・
内
容
の
両
方
で
簡
易
性
と
利
便
性
が
求
め
ら
れ
る
過
程
で

も
あ
っ
た
。
明
治
六
年
の
皇
城
炎
上
を
契
機
と
す
る
編
纂
物
の
位
置
づ
け
が
、
簡

便
性
と
い
う
価
値
観
に
よ
っ
て
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
改
廃
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
、

太
政
官
制
期
の
記
録
編
纂
に
通
底
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
「
公
文
録
」
を
分
析
対
象
と
し
た
本
稿
で
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、「
太
政
類
典
」・「
公
文
類
聚
」
の
簿
冊
に
も
編
纂
過
程
で
付
け
ら
れ

た
種
々
の
痕
跡
が
存
在
す
る
。「
太
政
類
典
」
と
「
太
政
類
典
草
稿
」
の
関
係
も

含
め
て
、
こ
れ
ら
の
編
纂
過
程
の
全
容
把
握
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
の
二
〇
一
九
年
度

「
明
治
期
社
会
経
済
史
演
習
」
で
の
森
文
実
報
告
を
も
と
と
す
る
。
論
文
執
筆
に

あ
た
っ
て
、
森
が
全
体
の
草
稿
を
執
筆
し
、
佐
藤
が
加
筆
し
、
共
同
で
修
正
し
た
。

註（
１
）
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
頁
。

（
２
）
渡
辺
佳
子
「
明
治
期
中
央
行
政
機
関
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
の
成
立
」

（
安
藤
正
人
・
青
山
英
幸
編
『
記
録
史
料
の
管
理
と
文
書
館
』
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
）。

（
３
）
西
川
誠
「
左
院
に
お
け
る
公
文
書
処
理
」（『
日
本
歴
史
』
五
二
八
号
、
一

九
九
二
年
）、
同
「
参
事
院
の
創
設
」（『
書
陵
部
紀
要
』
四
八
号
、
一
九
九

六
年
）、
同
「
カ
ガ
ミ
の
成
立
」（『
日
本
歴
史
』
六
二
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
４
）
中
野
目
徹
「「
公
文
録
」
と
「
太
政
類
典
」」（
前
掲
、『
近
代
史
料
学
の
射

程
』）、
同
「
近
代
太
政
官
文
書
の
形
成
過
程
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明

治
維
新
と
史
料
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
５
）
水
上
た
か
ね
「
皇
城
火
災
以
前
の
「
公
文
録
」
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
東

京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
二
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
６
）
代
表
的
研
究
と
し
て
、
川
越
美
穂
「
明
治
一
〇
年
前
後
に
お
け
る
天
皇
と

太
政
官
内
閣
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
三
編
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
柏
原
宏

紀
「
太
政
官
制
潤
飾
の
実
相
」（『
日
本
歴
史
』
七
五
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）、

小
幡
圭
祐
『
井
上
馨
と
明
治
国
家
建
設
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

第
二
部
。

（
７
）
「
記
録
課
章
程
並
編
纂
処
務
順
序
」（
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日

本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
六
―
一
一

七
頁
）。
以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
は
『
史
料
集
』
と
略
記
し
、
出
典
史
料

に
あ
た
り
誤
植
を
修
正
し
た
。
本
稿
で
は
史
料
引
用
に
際
し
て
旧
字
体
は
新

字
体
に
改
め
、
合
字
は
開
き
、
句
読
点
を
付
し
た
。

（
８
）
中
野
目
徹
氏
は
「
処
理
の
終
了
し
た
原
議
の
移
管
を
受
け
、
そ
れ
を
編

纂
・
保
存
す
る
部
局
」
を
「
記
録
部
局
」
と
呼
び
、「
文
書
の
起
案
か
ら
処

理
ま
で
を
担
当
す
る
部
局
」
で
あ
る
「
原
局
」
と
区
別
し
て
い
る
（
前
掲
、

中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
九
五
頁
）。
本
稿
も
こ
の
定
義
に
従
い
、
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「
公
文
録
」
等
の
編
纂
を
担
当
す
る
部
局
を
記
録
部
局
と
総
称
す
る
。

（
９
）
前
掲
、
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
三
五
頁
。

（
１０
）
整
頓
者
の
氏
名
・
官
等
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
簿
冊
の
編
綴
時
期
を
特
定

で
き
る
。
例
え
ば
、
整
頓
者
の
中
沢
重
信
が
五
等
属
で
あ
っ
た
期
間
（
明
治

十
二
年
十
二
月
〜
十
三
年
十
二
月
）
を
踏
ま
え
て
「
公
文
録
」
の
目
次
整
頓

者
欄
を
確
認
す
る
と
、
明
治
十
三
年
十
二
月
時
点
で
同
年
九
月
頃
ま
で
の

「
公
文
録
」
の
編
綴
作
業
が
終
了
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（
１１
）
管
見
で
は
、
明
治
二
年
五
十
二
巻
「
京
都
府
伺
附
録
」、
八
十
八
巻
「
斗

南
藩
伺
」、
百
四
十
六
巻
「
名
古
屋
藩
伺
」、
明
治
三
年
八
十
五
巻
「
京
都
府

伺
附
録
（
二
）」、
明
治
四
年
百
二
十
一
巻
「
式
部
寮
伺
」、
明
治
五
年
五
十

九
ノ
三
巻
「
工
部
職
制
並
事
務
章
程
」、
百
三
巻
「
官
符
原
案
抄
録
」、
明
治

六
年
四
十
六
ノ
二
巻
「
海
軍
省
附
録
上
」、
四
十
六
ノ
三
巻
「
海
軍
省
附
録

下
」、
明
治
八
年
三
百
三
十
一
巻
「
官
符
原
案
抄
録
」、
明
治
九
年
二
百
六
十

七
巻
「
官
符
原
案
抄
録
」、
明
治
十
年
百
五
十
一
巻
「
官
符
原
案
抄
録
」、
明

治
十
一
年
百
六
十
巻
「
官
符
原
案
抄
録
」
の
一
三
冊
。
以
下
、「
公
文
録
」

は
年
・
巻
の
み
略
記
す
る
場
合
が
あ
る
。

（
１２
）
こ
の
ほ
か
、
茶
表
紙
で
あ
っ
て
も
作
成
当
時
は
「
公
文
録
」
で
な
か
っ
た

簿
冊
が
存
在
す
る
。
明
治
九
年
二
百
六
十
八
巻
―
二
百
七
十
三
巻
、
明
治
十

一
年
百
六
十
一
巻
―
百
七
十
四
巻
、
明
治
十
三
年
百
四
十
五
巻
―
百
六
十
四

ノ
三
巻
、
明
治
十
四
年
二
百
三
十
九
巻
―
二
百
六
十
巻
の
「
巡
幸
雑
記
」、

明
治
十
八
年
二
百
一
巻
の
「
御
巡
幸
諸
規
」
の
計
六
五
冊
は
「
第
二
類
」、

明
治
十
八
年
百
五
十
六
巻
―
二
百
巻
の
「
官
吏
進
退
」
計
四
五
冊
は
「
第
五

類
」、
明
治
九
年
二
百
四
十
巻
―
二
百
六
十
二
ノ
二
巻
の
「
墺
国
博
覧
会
報

告
」
計
二
四
冊
は
「
第
十
一
類
」
の
標
箋
を
持
つ
。
内
閣
記
録
局
が
整
理
し

た
「
記
録
目
録
」
の
分
類
の
う
ち
、
も
と
は
「
第
一

公
文
」
と
は
別
分
類

の
簿
冊
だ
っ
た
が
、
後
に
「
公
文
録
」
に
再
分
類
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
１３
）
明
治
十
四
年
（
第
五
編
）
ま
で
「
太
政
類
典
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
明
治

十
五
年
（
第
六
編
）
以
降
は
「
公
文
類
聚
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
構
成
に

つ
い
て
は
石
渡
隆
之
「「
太
政
類
典
」
の
構
成
」（『
北
の
丸
』
二
号
、
一
九

七
四
年
）、「「
公
文
類
聚
」
の
構
成
」（『
北
の
丸
』
四
号
、
一
九
七
五
年
）

を
参
照
。

（
１４
）
前
掲
、
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
三
六
―
三
七
頁
。

（
１５
）
前
掲
、
中
野
目
徹
「
近
代
太
政
官
文
書
の
形
成
過
程
」
一
二
四
頁
。

（
１６
）
「
記
録
課
公
文
謄
写
編
纂
等
ノ
手
続
」（『
史
料
集
』
一
一
五
頁
）。

（
１７
）
「
改
正
編
纂
手
続
」（『
史
料
集
』
一
一
五
―
一
一
六
頁
）。

（
１８
）
「
書
記
官
局
記
録
部
処
務
概
則
」（『
史
料
集
』
一
三
三
頁
）。

（
１９
）
「
公
文
録
編
纂
例
則
（
抄
）」（『
史
料
集
』
一
四
七
頁
）。

（
２０
）
「
公
文
録
編
纂
心
得
」（『
史
料
集
』
一
四
八
頁
）。

（
２１
）
「
記
録
課
章
程
並
編
纂
処
務
順
序
」（『
史
料
集
』
一
一
六
―
一
一
七
頁
）。

（
２２
）
前
掲
、
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
二
九
頁
。

（
２３
）
「
太
政
類
典
編
纂
例
則
」（『
史
料
集
』
一
一
八
―
一
一
九
頁
）。

（
２４
）
「
書
記
官
局
記
録
部
処
務
概
則
」（『
史
料
集
』
一
三
四
―
一
三
五
頁
）。

（
２５
）
「
三
十
一
、
太
政
類
典
刪
修
ノ
例
規
等
ヲ
定
ム
」（「
諸
帳
簿
・
記
録
局
諸

則
沿
革
録
四
・
自
明
治
十
四
年
至
同
十
九
年
・
記
録
課
之
部

第
二
類
編
纂

第
三
類
庶
務
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
帳00055100

）。
以
下
、
本
稿
が

参
照
す
る
史
料
は
断
り
の
な
い
か
ぎ
り
国
立
公
文
書
館
所
蔵
で
あ
る
。

（
２６
）
「
記
録
課
処
務
規
程
改
正
」（『
史
料
集
』
一
四
四
―
一
四
七
頁
）。

（
２７
）
明
治
十
四
年
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
中
野
目
徹
「
公
式
制
度
の
変
遷
と
太

政
官
・
内
閣
に
お
け
る
公
文
書
管
理
」（『
史
料
集
』
一
一
八
〇
―
一
一
八
一

頁
）。
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（
２８
）
「
太
政
類
典
編
纂
例
則
改
正
（
抄
）」（『
史
料
集
』
一
四
八
―
一
五
〇
頁
）。

（
２９
）
「
公
文
類
聚
訂
正
増
補
ノ
主
意
及
例
則
」（『
史
料
集
』
一
五
三
―
一
五
五

頁
）。

（
３０
）
「
公
文
類
聚
凡
例
草
案
編
纂
例
則
（
抄
）」（『
史
料
集
』
一
五
六
―
一
五
九

頁
）。

（
３１
）
正
本
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
画
像
を
閲
覧
し
、
画
像

未
公
開
の
簿
冊
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
し
た
。
副
本
は
国
立
公
文
書

館
で
原
本
を
閲
覧
し
た
。

（
３２
）
部
門
の
変
化
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
明
治
十
三
年
分
か
ら
記
簿

は
出
納
と
共
に
理
財
と
さ
れ
た
（「
記
録
課
第
二
回
報
告
書
」、「
記
録
材

料
・
記
録
課
第
一
回
〜
第
七
回
報
告
書
」
記00879100

）。

（
３３
）
明
治
元
年
五
二
―
六
四
巻
、
二
年
三
九
、
四
〇
、
四
二
巻
の
一
六
冊
は
全

て
士
大
夫
伺
。
二
年
一
四
六
巻
の
名
古
屋
藩
伺
は
白
表
紙
で
「
第
一
類
副
」

の
標
箋
が
あ
る
、
当
初
は
副
本
と
さ
れ
た
簿
冊
で
あ
る
。

（
３４
）
前
掲
、
中
野
目
徹
「
近
代
太
政
官
文
書
の
形
成
過
程
」
一
二
七
頁
、
水
上

た
か
ね
「
皇
城
火
災
以
前
の
「
公
文
録
」
の
性
格
に
つ
い
て
」
五
〇
頁
。

（
３５
）
正
本
は
公00049100

、
太
政
官
公
文
青
色
十
三
行
罫
紙
を
使
用
す
る
。

副
本
は
公
副00049100

、
京
都
府
罫
紙
、
太
政
官
青
色
十
行
罫
紙
を
使
用

す
る
。

（
３６
）
残
り
二
件
は
、「
亀
井
隠
岐
守
外
五
人
ヘ
市
中
見
廻
ノ
儀
御
達
」
と
「
村

町
地
身
分
違
ヒ
ノ
者
買
取
ノ
節
名
代
差
出
諸
役
可
相
勤
旨
御
達
ノ
儀
申
立
」

で
あ
る
。
前
者
は
正
本
が
「
地
方
」、
副
本
が
「
保
民
」、
後
者
は
正
本
が

「
民
法
」
で
副
本
に
印
は
な
い
。「
太
政
類
典
」
の
部
門
は
正
本
の
印
が
反
映

さ
れ
た
。

（
３７
）
正
本
は
公00050100

、
太
政
官
公
文
青
色
十
三
行
罫
紙
を
使
用
す
る
。

副
本
は
公
副00050100

、
大
坂
府
罫
紙
、
太
政
官
青
色
十
行
罫
紙
を
使
用

す
る
。

（
３８
）
例
外
の
「
下
大
夫
森
将
監
領
地
ノ
儀
ニ
付
御
達
」
は
正
本
が
「
治
財
」、

副
本
が
「
地
方
」
で
、「
太
政
類
典
」
の
部
門
は
「
森
宗
兵
衛
本
領
安
�
」

と
し
て
「
理
財
」
門
に
収
録
さ
れ
た
。

（
３９
）
「
改
正
編
纂
手
続
」（『
史
料
集
』
一
一
五
―
一
一
六
頁
）。

（
４０
）
明
治
十
年
・
第
八
十
〜
八
十
七
巻
。正
本
は
公02090100

〜
公02097100

、

副
本
は
公
副02090100

〜
公
副02097100

。

（
４１
）
明
治
十
年
は
「
太
政
類
典
」
第
二
編
（
明
治
四
〜
十
年
）
に
含
ま
れ
る
が
、

明
治
十
年
の
「
公
文
録
」
が
い
つ
利
用
さ
れ
た
か
（
い
つ
分
類
印
が
押
さ
れ

た
か
）
は
史
料
か
ら
は
特
定
で
き
な
い
。

（
４２
）
「
太
政
類
典
・
第
三
編
・
明
治
十
一
年
〜
明
治
十
二
年
・
第
十
二
巻
・
儀

制
・
朝
拝
宴
会
」
太00616100

。

（
４３
）
「
公
文
録
・
明
治
十
五
年
・
第
百
十
一
巻
・
明
治
十
五
年
四
月
〜
六
月
・

海
軍
省
」
公03319100

、「
公
文
録
（
副
本
）・
明
治
十
五
年
・
第
百
十
一

巻
・
明
治
十
五
年
四
月
〜
六
月
・
海
軍
省
」
公
副03319100

。

（
４４
）
赤
丸
以
降
の
文
書
に
つ
い
て
、
明
治
十
七
・
十
八
年
に
は
正
本
に
も
、
ま

た
【
表
２
】
に
一
部
を
示
し
た
よ
う
に
副
本
に
も
印
は
見
ら
れ
な
い
。

（
４５
）
前
掲
、
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
二
九
三
―
三
〇
〇
頁
。

（
４６
）
以
下
、「
太
政
官
書
記
官
局
記
録
部
第
一
年
報
」（
前
掲
、「
記
録
材
料
・

記
録
課
第
一
回
〜
第
七
回
報
告
書
」）。

（
４７
）
「
記
録
材
料
・
内
閣
記
録
局
第
二
回
報
告
」
記00883100

。

（
４８
）
「
記
録
材
料
・
内
閣
記
録
局
第
七
回
報
告
」
記00895100

。

（
４９
）
前
掲
、「
太
政
官
書
記
官
局
記
録
部
第
一
年
報
」（「
記
録
材
料
・
記
録
課

第
一
回
〜
第
七
回
報
告
書
」）。
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（
５０
）
「
記
録
課
第
五
回
報
告
書
」（
同
右
）。

（
５１
）
「
公
文
類
聚
訂
正
増
補
ノ
主
意
及
例
則
」（『
史
料
集
』
一
五
三
頁
）。

（
５２
）
前
掲
、「
記
録
課
第
三
回
報
告
書
」（「
記
録
材
料
・
記
録
課
第
一
回
〜
第

七
回
報
告
書
」）。

（
５３
）
「
記
録
課
第
六
回
報
告
書
」（
同
右
）。

（
５４
）
「
記
録
材
料
・
内
閣
記
録
局
第
一
回
報
告
」
記00881100

。

（
５５
）
「
記
録
改
良
順
序
ノ
梗
概
」（『
史
料
集
』
二
三
一
―
二
三
二
頁
）。

（
５６
）
「
記
録
編
纂
仮
規
則
」（『
史
料
集
』
二
三
四
―
二
三
五
頁
）。

（
５７
）
「
公
文
編
纂
例
則
」（『
史
料
集
』
二
五
四
―
二
五
五
頁
）。

（
５８
）
こ
の
付
箋
は
、「
公
文
録
」
を
題
材
と
し
た
平
成
二
九
〜
三
一
年
度
の
東

京
大
学
大
学
院
明
治
期
社
会
経
済
史
演
習
で
度
々
言
及
さ
れ
て
い
た
。
平
成

三
一
年
四
月
一
七
日
上
西
晴
也
氏
報
告
は
、
明
治
十
七
年
の
農
商
務
省
の

「
公
文
録
」
正
本
を
検
討
し
、
付
箋
は
「
公
文
類
聚
」
編
纂
の
た
め
に
付
さ

れ
た
と
の
結
論
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
は
分
類
印
と
の
関
係
か
ら
付
箋
を
併

せ
て
検
討
す
る
。

（
５９
）
「
学
事
献
金
取
扱
方
ノ
件
」（「
公
文
録
・
明
治
十
七
年
・
第
百
七
巻
・
明

治
十
七
年
一
月
〜
六
月
・
文
部
省
」
公03771100

）。
付
箋
に
は
「
六
月
六

日

文
部
省
学
事
ニ
関
ス
ル
献
金
取
扱
方
ヲ
稟
定
ス

文
部
省
稟
候
」
と
あ

る
。
付
箋
下
部
の
「
宮
」
は
旧
公
文
類
聚
終
結
員
・
旧
公
文
類
聚
訂
正
増
補

終
結
員
の
宮
崎
幸
麿
を
指
す
と
み
ら
れ
る
（「
記
録
局
分
科
（
抄
）」『
史
料

集
』
二
三
四
頁
）。

（
６０
）
「
公
文
録
（
副
本
）・
明
治
十
八
年
・
第
八
十
八
巻
・
明
治
十
八
年
一
月
〜

六
月
・
文
部
省
」
公
副03983100

に
は
、
裏
表
紙
に
「
副
本
謄
写
ノ
例
本

年
ヨ
リ
無
用
ノ
空
行
ヲ
省
キ
一
事
件
毎
ト
ニ
接
続
謄
写
セ
ル
ヲ
以
テ
、
又
閲

覧
ノ
便
ヲ
謀
リ
欄
外
ニ
於
テ
其
衙
署
ノ
名
印
ヲ
捺
ス
。
但
上
申
本
文
ハ
朱
印
、

付
属
書
類
ハ
青
印
ヲ
用
ヰ
其
区
別
ヲ
明
ニ
ス
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
繁
文

ヲ
省
ク
」
意
図
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
６１
）
例
え
ば
、「
公
文
録
（
副
本
）・
明
治
十
四
年
・
第
百
六
十
一
巻
・
明
治
十

四
年
八
月
〜
九
月
・
文
部
省
」
公
副03066100

に
は
、
付
箋
が
あ
る
文
書

が
三
件
収
録
さ
れ
る
。

（
６２
）
「
諸
帳
簿
・
記
録
廃
棄
簿
・
明
治
二
十
年
一
月
起
・
内
閣
記
録
局
」
帳

00071100

。
記
録
部
局
に
よ
る
文
書
廃
棄
に
つ
い
て
は
柏
原
洋
太
「
太
政

官
・
内
閣
の
記
録
管
理
部
局
に
よ
る
文
書
管
理
業
務
」（
松
尾
正
人
編
『
近

代
日
本
成
立
期
の
研
究

政
治
・
外
交
編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二

一
四
―
二
一
五
頁
）、
同
「
太
政
官
・
内
閣
の
記
録
管
理
部
局
作
成
文
書
に

つ
い
て
」（『
中
央
史
学
』
四
一
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
）。

（
６３
）
「
諸
帳
簿
・
記
録
廃
棄
簿
・
内
閣
記
録
課
」
帳00072100

。
明
治
二
七
年

四
月
五
日
起
案
の
文
書
で
、「
太
政
類
典
」
に
つ
い
て
は
別
紙
と
さ
れ
た

「
記
録
目
録
」
の
用
紙
に
計
六
九
八
冊
記
載
さ
れ
る
。

（
６４
）
「
記
録
材
料
・
雑
書
」
の
性
格
に
注
目
を
促
す
指
摘
と
し
て
、
小
林
延
人

「
小
幡
圭
祐
著
『
井
上
馨
と
明
治
国
家
建
設
―
「
大
大
蔵
省
」
の
成
立
と
展

開
―
』」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
八
編
二
号
、
二
〇
一
九
年
）
七
四
―
七
六
頁
。

（
６５
）
「
記
録
材
料
・
雑
書
」
記00392100

、
記00393100

。「
外
�
」
等
の
痕

跡
は
画
像
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
原
本
で
は
確
認
で
き
る
。

（
６６
）
中
野
目
徹
「
内
閣
記
録
局
の
公
文
編
纂
」（
同
『
書
生
と
官
員
』
�
古
書

院
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
一
頁
。
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【表２】 明治９年１～６月、１７年１～６月「公文録」文部省簿冊の副本目次・「太政類典」「公文類聚」対照表

「太政類典」「公文類聚」の件名

各庁旗章出品

東京開成学校教授独逸人グレーフ
エン賞与

弘暦者ニ五ヶ年間専売ヲ許ス

大阪開成学校英人テーホル雇止独
逸人チ、ヘスヘル雇入

新潟県外国語学校教諭米人ワイコ
ツプレ雇継

米人クレー雇継・二条

入江文部省六等出仕病気滞在中月
給ヲ辞ス

独逸人ハンゼン増給雇継・二条

愛知県外国語学校英人ゼームスグ
ウテン雇入

九年分小学扶助金学齢子女人員ノ
分頭ヲ以テ配付・内訳書無之

東京開成学校教授独逸人ワクチル
職務外ノ報労金ヲ贈ル

米人アリン増給雇継、アリン同学
科兼務増給

宮城英語学校敷地交付・二条

瑞西人ヲツトウセン雇継

岡山県ヲ第四大学区ニ属ス

魯国人タラフテンベルク解免給料
及旅費ヲ給与ス・二条

孛人ハウルマエツト雇入

清人葉松石雇継賞与

米国人レーシー増給雇継

「太政類典」「公文類
聚」の編巻・部門

〔収録なし〕

〔収録なし〕

２編１７４巻・産業

２編３６巻・官規

２編２巻・制度

２編７１巻・外国交際

２編７１巻・外国交際

２編６９巻・外国交際

２編３１２巻・理財

２編７０巻・外国交際

２編７１巻・外国交際

２編２４４巻・学制

２編３６巻・官規

２編６９巻・外国交際

２編２４５巻・学制

２編７０巻・外国交際

２編２４５巻・学制

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

副本の
分類印

儀制

除

商法

外交

制度

外交

外交

外交

外交

外交

外交

学制

外交

外交

（学制）

外交

学制

外交

外交

外交

外交

「公文録」副本の目次件名

政始田中大輔奏議

陸海軍始ノ両日休暇届

本省及学校旗章米国博覧会ヘ差
出方ノ儀ニ付往復�上申

東京開成学校教授独乙人クレー
フエン賞与届

弘暦者歎願内務省伺へ御指令ノ
儀ニ付伺

大坂英語学校教諭英人テーホル
代員独乙人ヘスベルト雇入届

新潟英語学校教授米人マルチン
雇継届

東京開成学校教授英人ソンマル
ス同上

入江文郎月給ヲ辞スル儀ニ付伺

東京外国語学校教諭独乙人エト
ハルトハンゼン増給雇継届

愛知英語学校教諭英人ゼームス
グウデン雇入届

小学扶助金配付ノ儀伺

東京開成学校教授独乙人ワグネ
ルヘ報酬届

同上米人アリン増給雇継届二通

宮城英語学校敷地元所有主名前
誤写ノ儀ニ付上申

東京外国語学校教諭瑞西人ヲツ
トウセン雇継届

第三第四二大学区々画改正伺

東京外国語学校露語教諭タラフ
テンベルク半途解約届

東京医学校教授独乙人ハウルマ
エツト雇入届

東京外国語学校教諭清人葉松石
増給雇継届�報酬届

東京英語学校教諭米人レーシー
増給雇継届

番
号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

時
期

明
治
九
年
一
〜
六
月
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頒暦規則中准刻ニ関スル事務ヲ内
務省ニ属ス

本省所轄ノ博物館ノミ単称其他地
名等ノ文字ヲ冠ス

諸学校補助金処分・五条

東京外国語学校教諭魯人ボロモ
ロー教授兼務ニ付日給増与

独逸人クラーメル臨時雇入

米人クレー雇継・二条

米国人エム、エム、スコツト雇継

広島外国語学校英人オートルレー
ネル雇継・二条

堀端一番町用地交付並返付・二条

編暦事務掌管替ニ付内務文部両省
経費増減

弁理大臣帰朝復命附神宮御遥拝並
神殿御親祭ニ付正院休暇

米人クラヲイス雇継・二条

大阪開成学校ベンニー雇継

上野山内用地ノ内返付

英人ブラツトポート増給雇継

英人ホンビーエバンス婦雇入

米国博覧会ヘ文部省派遣官員賄料
�宿科資給増加・二条

東京医学校教師独乙人ランケ課外
兼務ニ付報労金ヲ贈ル

各庁参仕退出時限・六条

文部省所管諸学経営適宜処分

２編２巻・制度

２編１５巻・官制

２編２４４巻・学制

２編３１０巻・理財

２編７０巻・外国交際

２編６９巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編７１巻・外国交際

２編２２巻・官制

２編２９６巻・理財

２編９１巻・外国交際

〔収録なし〕

２編７０巻・外国交際

２編７１巻・外国交際

〔収録なし〕

２編２４５巻・学制

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編３１２巻・理財

〔収録なし〕

２編３６巻・官規

〔収録なし〕

２編３７巻・官規

２編２４５巻・学制

制度

官制

学制

外交

外交

外交

外交

外交

（学校官
庁内）

制度

外交

外交

外交

除

学制

外交

外交

商法

除

外交

（除）

官規

学制

内務省ヘ書類引送方御達ニ付頒
暦規則心得ノ儀伺

本省所轄博物館名称届

諸収入金従前ノ通御付托ノ儀伺

東京外国語学校教諭魯人ホコモ
ロウ臨時日雇届

東京医学校製薬学教授独乙人ク
ラーメル臨時雇入届

東京開成学校教授英人セームス
ソンマルス雇継届

東京英語学校教諭米人エムスコ
ツト同上

広島英語学校教諭英人レーネル
同上

府下第三大区三小区一番町本省
用地返付ノ儀ニ付上申

編暦事務引継ノ儀ニ付上申

黒田弁理大臣帰朝ニ付休暇届

額外常費ニ属スル営繕費ノ儀ニ
付伺

東京女学校教諭米人ライス雇継
届

大坂英語学校教諭英人ペンニー
同上

三宅秀外一名免職満年賜金届

上野山内用地元福聚院敷地ノ内
返付ノ儀上申

東京英語学校教諭英人ポート増
給雇継届

同上英人ホンビー、エバンス婦
雇入届

米国費拉特費府博覧会ニ付派遣
官員滞留中賄料等ノ儀ニ付伺

八年布達全書刻成届

東京医学校教授独乙人ランゲヘ
報酬金贈与届

田中大輔不在中九鬼大丞代理届

本省官員昇降時限届

諸学校等経営ノ儀ニ付伺

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５
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予科教師ヒルゲレドルフ外二名雇
継・二条

向ヶ岡弥生町用地処分・三条

英人ダブリウ、ジユーホワイト満
期雇止マルガリタシングルトン女
雇入

仏人ピシヨン雇継

内外人学事研究集会所トシテ昌平
館貸与

孛人クラーメル増給雇継

女学校雇ミスワシントン雇継・二
条

仏人ブラン雇継

米人アルヘッキ出品書籍翻訳勉励
ニ付賞与

公立師範学校生徒及該学校ノ証書
ヲ得ル者免役

クロッツ雇継

東京外国語学校教諭仏人ド、モン
トウル課外兼務ニ付手当金支与

貸費生ヲ改テ給費生トナス

英人サイル雇継

法学教授英人グブリユーイーグリ
ヂスベー雇継・二条

専門教師米人ウイーダル雇継

米国人イーエッチ、マシエツト雇
継

広島英語学校敷地交付・三条

英人ツチポート満期雇止米人テー
デービツツ満期雇止

諸学校休暇日改定・三条

宮城外国語学校英人ヘンリーリツ
トル雇続

２編７０巻・外国交際

２編２２巻・官制

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編２４３巻・学制

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編１７４巻・産業

２編２１９巻・兵制

２編６９巻・外国交際

２編３１０巻・理財

２編２４６巻・学制

２編６９巻・外国交際

２編６９巻・外国交際

２編６９巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編２４５巻・学制

２編７０巻・外国交際

２編２４４巻・学制

２編７１巻・外国交際

外交

学制

外交

外交

学制

外交

外交

外交

外交

兵制

外交

外交

学制

外交

外交

外交

外交

学制

外交

（学制）

外交

東京医学校教授独乙人ヒルゲン
ドルフ外二名雇継届

府下第四大区六小区向ヶ岡弥生
町一番地ノ内返付ノ儀上申

東京英語学校教諭英人ホワイト
代員同国人シングルトン女雇入
届

東京外国語学校教諭仏人ピジヨ
ン雇継届

昌平館ノ儀ニ付具陳

東京医学校教授独乙人クラーメ
ル傭継届

東京女学校教諭米人ワシントン
女同上

東京外国語学校教諭仏人ブラン
同上

日本教育志略等英訳刪正ニ付フ
ルベツキヘ酬謝届

公立師範学校生徒�該学校ノ証
書ヲ得タル者徴兵免役ノ儀伺
付同上ニ付栃木県伺

東京開成学校教授仏人クロツツ
雇継届

東京外国語学校教諭仏人モント
ウルヘ手当金給与届

東京開成学校等ノ貸費生給費生
ト改換届

東京開成学校教授英人ヱトワル
ト、タブリユー、サイル傭継届

同上英人タブリユー、イー、グ
リグスビー同上

同上米人ピー、ヴー、ウエーダ
ル同上

東京英語学校教諭米人マジエツ
ト同上

広島英語学校敷地代価ノ儀ニ付
伺

東京英語学校教諭英人ポート代
員米人デービッツ雇入届

本省六年第二十一号布達廃止届

宮城英語学校教諭英人ヘンリー
リツトル雇継届

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６
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東京開成学校教授独乙人ドクトル、
エドムンド、ナウヤン増給

長崎広運館ケエルアーノルト婦日
給雇入

向ヶ岡弥生町用地処分・三条

広島外国語学校英人イアオルスト
アムスデン雇止米人ジーカローザ
ルス雇入

独逸人トクトルランガルト外一名
雇入

府下上野山内ニ学術博物館ヲ建設
ス

府下上野山内ニ学術博物館ヲ建設
ス

府下上野山内ニ学術博物館ヲ建設
ス

長崎広運館英人サンタアス雇止代
員カベナ雇入

長崎広運館ケエルアーノルト婦日
給雇入

孛人ヘルマンアールブルク雇入

外国語学校教師孛人ウツトコース
キ雇止セツケンドルヲ雇入

開成学校生徒三浦和夫等二十一名
米仏両国ヘ留学・二条

予科教師ヒルゲレドルフ外二名雇
継・二条

仏人ブラン満期解約賞与

東京医学校教授独乙人ドクトル、
ベルツ増給

魯国人代員カストイリヨフ雇入

英人ホンビーエバンス婦雇継・二
条

２編３１０巻・理財

２編７１巻・外国交際

２編２２巻・官制

２編７１巻・外国交際

２編６９巻・外国交際

２編２４５巻・学制

２編２４５巻・学制

〔収録なし〕

２編２４５巻・学制

２編７１巻・外国交際

２編７１巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編２４８巻・学制

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

２編３１０巻・理財

２編７０巻・外国交際

２編７０巻・外国交際

外交

外交

学制

外交

外交

学制

学制

除

学制

外交

外交

外交

外交

外交

外交

外交

外交

外交

外交

東京開成学校教授独乙人エドム
ント、ナウマン増給届

長崎英語学校教諭米人アーノル
ト婦臨時日雇届

元警視庁用地東京府下向ヶ岡弥
生町一番地内需用ノ儀ニ付伺�
領受届

広島英語学校教諭英人アムステ
ン代員米人カローザルス雇入届

東京開成学校教授独乙人ワクネ
ル米国博覧会ヘ出張中代員同国
人ランガルト外一名雇入届

学術博物場建設伺

同上費用ノ儀ニ付伺二条

三品内親王薫子尊御葬送日休暇
届

上野山内本省用地交換ノ儀ニ付
伺

長崎英語学校教諭英人カベナ増
給雇継届

同上米人アーノルド同上

東京医学校教授独乙人アールブ
ルク雇入届

東京外国語学校教諭独乙人ウヰ
ツトコースキ満期雇止代員同国
人セツケンドルフ同上

海外留学生派遣届

東京医学校教授独乙人ドクトル
ヒルゲンドル氏外二人傭継届

同外国語学校教諭仏人ブラン雇
満期ニ付賞与届

同医学校教授独乙人ドクトルエ
ルウインベルツ雇入届

同外国語学校教諭魯人タラクラ
ンベル雇止外一人雇入届

同英語学校教諭英人ホンビーエ
ハンス婦雇継届

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０
上

８０
下

８１

８２

８３

８４
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文部省事務規程改正附条中改正追
加

文部省十六年十一月内達入学禁止
ノ生徒觧禁後採用方ヲ候ス

明治十四年七月第三十八号布告小
学校設置区域画定方但書ヲ改定ス

文部省所轄東京大学実地研究旅費
規則ヲ改正ス

官立公立師範学校卒業証書及府県
教員免許状没収方

東京外国語学校内ニ商業学校ヲ設
置ス

学務医員ハ其薦挙人ニ於テ故ナク
薦挙ヲ怠リ或ハ拒ミタル場合ニ限
リ知事令之ヲ特�スルヲ得

教育令第十条但書ノ手続ニ従ハサ
ル学務委員ノ処分方

文部省学費怠納者処分方ヲ稟定ス

体操伝習所伝習員並大学各学部�
科生ノ卒業証書ハ徴兵令ニ効力ヲ
有セサルモノトス

官吏恩給令追加第二十九条中質疑

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

東京大学教員ノ内学術研究ノ為メ
本官ヲ以テ海外ヘ出張セシム

叙勲条例附則ニ関シテ文部省直轄
学校教員勤続年数計算方

文部省学事上郡区長奏任ノ者ヘ賞
与取計方ヲ稟定ス

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

〔「公文録」正本に付箋あり〕

８編１巻・政体・官
職

８編４２巻・学政・衛
生

８編４２巻・学政・衛
生

８編３９巻・財政

８編４２巻・学政・衛
生

８編４２巻・学政・衛
生

８編３巻・官職

８編３巻・官職

８編４２巻・学政・衛
生

８編４２巻・学政・衛
生

８編７巻・賞恤

〔収録なし〕

〔収録なし〕

８編４２巻・学政・衛
生

８編５巻・儀制・族
爵・宮廷

８編７巻・賞恤

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

○官制

○学制

○学制

○理財

○学制

○学制

○学制

○学制

○学制

○学制

○官規

学制

学制

○学制

○官規

学制

理財

理財

理財

理財

理財

理財

理財

事務規程改正追加ノ件共二

十六年十一月内達入学禁止ノ生
徒解禁後採用ノ件

十四年七月三十八号布告但書改
正ノ件

東京大学実地研究旅費規則改正
ノ件

官立公立師範学校卒業証書及府
県教員免許状没収ノ件内務�連
署

東京外国語学校ノ所属トシテ該
校内ニ商業学校設置ノ件

学務委員薦挙方ノ件

学務委員給料旅費職務取扱費等
ノ件

学費怠納者処分方ノ件

官立学校卒業証書ノ件

官吏恩給令疑義ノ件

動植物及金石採集ノ為メ江沼元
五郎朝鮮国ヘ出張ノ件

外国教師傭入ノ件

東京大学教員ノ内学術研究ノ為
本官ヲ以テ海外ヘ出張ノ件

学校教員勤続年数計算方ノ件

学事上賞与郡区長奏任ノ者ヘ取
計方ノ件

学事献金取扱方ノ件

京都府女学校資本金ノ件

海外留学生各地製造場等巡験費
支給方ノ件

十四年度経費残金ノ件

十五年度経費金ノ件

年度違経費ノ件

官金棄損ノ件

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

明
治
十
七
年
一
〜
六
月
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・「公文録」副本の目次件名は、国立公文書館デジタルアーカイブで公開されている正本の目次および件名検
索結果と字句に若干の違いがあるが、副本の目次部分の表記に従った。

・副本の分類印について、貼紙のものは（）でくくった。
・「太政類典」・「公文類聚」の件名は、国立公文書館デジタルアーカイブでの件名検索結果の表記に従った。

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

〔収録なし〕

昇降時限ノ件共二

十六年事務報告書進達ノ件

東京職工学校一覧表同上

体操伝習所延焼届ノ件

地所受授等ノ件共三

２４

２５

２６

２７

２８
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